
P02 ▶
 P05 

平
成

30年
度

 赤
磐

市
の

予
算

P06 
ご

当
地

ナ
ン

バ
ー

プ
レ

ー
ト

交
付

開
始

広報

赤
磐

の
く

ら
し

に
寄

り
添

う
情

報
ツ

ー
ル

5 M
AY 2018

No.158



地方譲与税等
11億6,350万円（5.6％）

市税
45億7,998万円
（21.9％）

分担金および負担金
3億2,006万円（1.5％）

繰越金
3億円（1.4％）

使用料および手数料
2億3,140万円（1.1％）

繰入金
16億1,235万円（7.7％）

その他
2億3,329万円（1.1％）

地方交付税
61億5,700万円（29.4％）

国庫支出金
22億270万円
（10.5％）

市債
27億220万円
（12.9％）

県支出金
14億4,446万円
（6.9％）

歳  入
209億

4,694万円

自主財源 
依存財源 

72億7,708万円
136億6,986万円

平
成
30
年
度

赤
磐
市
の
予
算

歳入：一般会計の内訳

〈 

歳
入
の
種
類 

〉

▼
市
税
／
市
民
税
、
固
定
資
産
税
、
軽

自
動
車
税
な
ど
皆
さ
ん
か
ら
の
税
金
。

▼
分
担
金
お
よ
び
負
担
金
／
市
が
実
施

す
る
特
定
の
事
業
の
受
益
者
な
ど
か
ら

負
担
を
い
た
だ
く
お
金
。

▼
繰
越
金
／
前
年
度
の
決
算
上
の
剰
余

金
。

▼
使
用
料
お
よ
び
手
数
料
／
市
の
施
設

の
利
用
料
や
戸
籍
・
住
民
票
の
証
明
手

数
料
な
ど
。

▼
繰
入
金
／
基
金
（
市
の
貯
金)

か
ら

繰
り
入
れ
る
お
金
な
ど
。

▼
地
方
交
付
税
／
一
定
の
行
政
水
準
を

確
保
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
市
の
財

政
状
況
に
応
じ
て
国
税
の
一
部
か
ら
交

付
さ
れ
る
お
金
。

▼
国
庫
支
出
金
／
特
定
の
事
業
の
経
費

に
充
て
る
た
め
、
国
か
ら
支
出
さ
れ
る

補
助
金
な
ど
。

▼
市
債
／
財
務
省
、
地
方
公
共
団
体
金

融
機
構
な
ど
か
ら
の
資
金
調
達
の
た
め

の
借
入
金
。

▼
県
支
出
金
／
特
定
の
事
業
の
経
費
に

充
て
る
た
め
、
県
か
ら
支
出
さ
れ
る
補

助
金
な
ど
。

▼
地
方
譲
与
税
等
／
地
方
譲
与
税
、
地

方
消
費
税
交
付
金
、
自
動
車
取
得
税
交

付
金
な
ど
国
税
、
県
税
か
ら
交
付
さ
れ

る
お
金
。

　

平
成
30
年
度
予
算
が
３
月
定
例
議
会
で

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

予
算
総
額
は
、
一
般
会
計
、
特
別
会

計
お
よ
び
公
営
企
業
会
計
を
合
わ
せ
て

３
５
９
億
３
８
７
６
万
円
で
、
対
前
年
度

比
６
・
４
％
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
予
算
は
、
２
０
９
億
４
６
９�

４
万
円
で
、
対
前
年
度
比
14
・
３
％
増
の

積
極
的
予
算
編
成
と
し
て
い
ま
す
。

　

歳
入
で
は
、
合
併
に
よ
り
特
別
に
加

算
さ
れ
て
い
る
普
通
交
付
税
が
平
成
27

年
度
か
ら
平
成
31
年
度
ま
で
段
階
的
に
減

少
し
て
い
く
こ
と
か
ら
、
地
方
交
付
税
は

61
億
５
７
０
０
万
円
で
対
前
年
度
比
２
・

７
％
の
減
と
な
る
一
方
、
義
務
的
経
費
や

投
資
的
経
費
な
ど
の
歳
出
増
に
対
応
す
る

た
め
、
財
政
調
整
基
金
か
ら
の
繰
入
金
で

財
源
不
足
を
補
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
30
年
度
予
算
は
、「
第
２
次
赤
磐

市
総
合
計
画
」
に
掲
げ
る
３
つ
の
重
点
戦

略
に
沿
っ
て
予
算
編
成
を
行
い
ま
し
た
。

１�

「
経
済
・
産
業
に
活
力
が
あ
り
、
ひ
と

が
集
ま
る
ま
ち
を
創
る
」

２�
「
安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
、
次
代
を

担
う
ひ
と
が
育
つ
ま
ち
を
創
る
」

３�

「
多
彩
な
人
材
の
活
躍
に
よ
り
、
地
域

が
活
性
化
し
て
い
る
ま
ち
を
創
る
」

を
進
め
る
た
め
、
防
災
力
の
強
化
や
住
み

や
す
さ
の
向
上
、
活
力
の
あ
る
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
る
予
算
内
容
と
な
っ
て
い
ま

●自主財源／地方自治体が自主的に収
入できる財源。
●依存財源／国や県の意思により定め
られた額を交付されたり、割り当てら
れたりする収入財源。

※	表示単位未満四捨五入の	
ため、積み上げと合計が	
一致しない場合があります。
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その他
7,509万円（0.4％）

歳  出
209億

4,694万円

人件費
37億9,973万円
（18.1％）

扶助費
39億9,299万円
（19.1％）

公債費
21億1,419万円
（10.1％）

物件費
37億2,933万円
（17.8％）

補助費等
15億3,044万円
（7.3％）

維持補修費
1億9,865万円
（0.9％）

普通建設事業費
26億4,078万円
（12.6％）

繰出金
28億6,574万円
（13.7％）

義務的経費 

その他　　 
投資的経費 
消費的経費 

99億 692万円
54億5,841万円
26億4,078万円
29億4,083万円

歳出：一般会計の内訳（性質別）会計別予算規模

す
。

　

ま
た
、
事
業
の
見
直
し
を
行
う
な
ど
限

ら
れ
た
財
源
で
最
大
の
効
果
を
図
る
よ
う

に
努
め
る
と
と
も
に
市
債
や
基
金
の
活
用

も
図
り
な
が
ら
財
政
運
営
を
行
っ
て
い
き

ま
す
。

〈 

性
質
別
歳
出
の
種
類 

〉

▼
人
件
費
／
職
員
の
給
与
や
、
非
常
勤

特
別
職
の
報
酬
な
ど
の
経
費
。

▼
扶
助
費
／
生
活
保
護
法
、
児
童
福
祉

法
、
老
人
福
祉
法
等
に
基
づ
い
て
、
被

扶
助
者
に
対
し
て
生
活
を
維
持
す
る
た

め
に
支
出
さ
れ
る
経
費
。

▼
公
債
費
／
市
が
借
り
入
れ
た
市
債
の

元
金
・
利
子
お
よ
び
一
時
借
入
金
利
子

を
返
済
す
る
た
め
の
経
費
。

▼
物
件
費
／
消
費
的
性
質
を
持
つ
経
費

で
、
賃
金
、
光
熱
水
費
、
通
信
運
搬
費
、

消
耗
品
費
な
ど
。

▼
補
助
費
／
各
種
団
体
へ
の
補
助
金
、

一
部
事
務
組
合
へ
の
負
担
金
、
企
業
会

計
へ
の
補
助
金
な
ど
。

▼
維
持
補
修
費
／
市
が
管
理
す
る
公
共

施
設
や
道
路
な
ど
を
維
持
す
る
た
め
に

支
出
さ
れ
る
経
費
。

▼
普
通
建
設
事
業
費
／
道
路
、
橋
り
ょ

う
、
学
校
、
庁
舎
な
ど
施
設
の
新
増
築

な
ど
に
係
る
経
費
。

▼
繰
出
金
／
一
般
会
計
と
特
別
会
計
ま

た
は
特
別
会
計
相
互
間
で
支
出
さ
れ
る

経
費
。
介
護
保
険
法
等
の
各
個
別
法
に

基
づ
き
、
制
度
的
に
一
般
会
計
か
ら
の

負
担
が
予
定
さ
れ
て
い
る
も
の
、
地
方

公
営
企
業
法
等
に
基
づ
き
、
制
度
的
に

一
般
会
計
か
ら
の
負
担
が
予
定
さ
れ
て

い
る
も
の
、
収
支
不
足
の
補
て
ん
に
よ

り
支
出
さ
れ
る
も
の
に
区
分
。

●義務的経費／歳出のうち、その支出が制
度的に義務づけられた任意に削減すること
が困難な経費で、人件費、扶助費、公債費
の 3つ。
●消費的経費／経費支出の効果が、当該支
出年度または極めて短期間で終わるものに
支出される経費で、物件費、維持補修費、
補助費など。
●投資的経費／支出の効果が資本形成に向
けられ、施設などのストックとして将来に
残るものに支出される経費で、普通建設事
業費、災害復旧費など｡

●一般会計／住民の生活にかかわりの深
い福祉、教育など幅広い範囲の事業を行
う中心的な会計。
●特別会計／特定の収入で特定の事業を
行い、一般会計とは別に経理する会計。
国民健康保険、介護保険など。
●公営企業会計／利益を受ける人の負担
で経営をまかなう独立採算を原則とする
会計。

会　計　名 予算規模

一　般　会　計 209億4,694万円

特　別　会　計 134億8,253万円

国民健康保険
特別会計 60億958万円

後期高齢者医療
特別会計 6億3,761万円

介護保険
特別会計 45億6,297万円

訪問看護
ステーション事業
特別会計

5,426万円

下水道事業
特別会計 21億4,267万円

宅地等開発事業
特別会計 4,261万円

竜天オートキャンプ場
特別会計 1,675万円

財産区
特別会計 1,610万円

公営企業会計 15億928万円

水道事業会計 15億928万円

合　　　　　計 359億3,876万円

※会計ごとに四捨五入しているため、
　合計金額と相違しています。

※	表示単位未満四捨五入の	
ため、積み上げと合計が	
一致しない場合があります。

平成30年度�赤磐市の予算
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〈 

目
的
別
歳
出
の
種
類 

〉

▼
議
会
費
／
議
会
の
活
動
に
か
か
る
経

費
。

▼
総
務
費
／
総
合
計
画
策
定
、
財
産
管

理
、
統
計
、
税
の
課
税
や
徴
収
な
ど
の

事
務
に
か
か
る
経
費
。

▼
民
生
費
／
高
齢
者
、
身
体
障
害
者
、

児
童
な
ど
を
対
象
と
し
た
福
祉
事
業
に

か
か
る
経
費
。

▼
衛
生
費
／
病
気
予
防
の
た
め
の
各
種

検
診
、
ご
み
処
理
や
環
境
対
策
な
ど
に

か
か
る
経
費
。

▼
農
林
水
産
業
費
／
農
林
水
産
業
の
振

興
や
農
・
林
道
の
整
備
な
ど
に
か
か
る

経
費
。

▼
商
工
費
／
商
工
業
の
振
興
、
観
光
事

業
に
か
か
る
経
費
。

▼
土
木
費
／
道
路
、
公
園
、
河
川
の
整

備
、
都
市
計
画
な
ど
に
か
か
る
経
費
。

▼
消
防
費
／
火
災
予
防
や
消
火
・
救
急

救
助
活
動
な
ど
に
か
か
る
経
費
。

▼
教
育
費
／
小
中
学
校
、
幼
稚
園
、
生

涯
学
習
活
動
、
図
書
館
、
ス
ポ
ー
ツ
振

興
な
ど
に
か
か
る
経
費
。

▼
公
債
費
／
市
が
借
り
入
れ
た
市
債
の

元
金
・
利
子
お
よ
び
一
時
借
入
金
利
子

を
返
済
す
る
た
め
の
経
費
。

歳出：一般会計の内訳（目的別） 市民 1人当たりの予算額

一般会計の歳出額を平成30年3月の人口
44,381人で割ると、1人当たり約47万円
になります。

総 務 費 5万3,253円

民 生 費 14万9,457円

衛 生 費 6万4,730円

農 林 水 産 業 費 2万7,128円

商 工 費 7,790円

土 木 費 3万9,107円

消 防 費 1万7,275円

教 育 費 6万233円

公 債 費 4万7,637円

そ の 他 5,369円

合 計 47万1,980円

※	表示単位未満四捨五入のため、積み上げと合計が一致し
ていません。

合計  209億4,694万円
※	表示単位未満四捨五入のため、積み上げと
合計が一致しない場合があります。

議会費 

1億8,830万円
（0.9％）

商工費 

3億4,574万円
（1.7％）

その他 

5,001万円
（0.2％）

総務費 23億6,343万円（11.3％）

民生費 66億3,303万円（31.7％）

衛生費 28億7,279万円（13.7％）

農林水産業費 12億399万円（5.7％）

土木費 17億3,559万円（8.3％）

消防費 7億6,667万円（3.7％）

教育費 26億7,322万円（12.8％）

公債費 21億1,419万円（10.1％）

広報あかいわ（平成30年5月号） 4



＜平成30年度 当初予算主な事業＞

新 規 コミュニティＦＭ整備事業
災害時に住民への情報伝達体制の強化を図る。

105,600千円

新 規
国際交流事業（海外研修事業）
国際交流事業に参加する市立中学校へ通う生徒に対して補助金を交付
する。

2,512千円

新 規 生活交通対策事業（共同バス運行事業）
「柵原星のふる里バス」に参画し、発着点を吉井支所まで延伸する。

1,500千円

拡 充
移住・定住推進事業
移住コンシェルジュによる移住・定住相談、情報発信、おためし住宅の
運営を行う。

16,353千円

新 規

コンビニ交付事業
コンビニの多機能コピー機で、マイナンバーカードを用いて、住民票の
写し・印鑑登録証明書・所得証明書・戸籍証明書等を取得できるサービ
スを開始する。

24,052千円

継 続
赤磐市複合型介護福祉施設整備事業
旧赤磐市民病院跡地に新たに赤磐市複合型介護福祉施設の設計・建設を
行う。

520,200千円

継 続 就農等支援センター整備事業
経営感覚を持った農業経営者を確保、支援、育成する。

129,407千円

新 規
遠隔合同授業整備事業
学校同士をテレビ会議システムを利用して接続し、遠隔合同授業が
行えるよう整備する。

10,098千円

継 続
学校施設空調設備整備事業
生徒の健康管理や学習効率の向上および快適な就学環境の提供のため、
空調設備設置整備を行う。

253,500千円

新 規
高等学校等通学費補助事業
高等学校等に通学する生徒等の保護者の経済的負担の格差を緩和するた
め、通学費補助金の交付を行う。

5,000千円

継 続

熊山運動公園整備事業
全国規模のホッケー大会並びにテニス、野球、ソフトボール、サッ
カー、フットサル等のスポーツ大会、講習会等に対応できる運動公園に
改修する。

430,977千円

新 規
東京オリンピック事前キャンプ誘致事業
ホッケー競技などトップアスリートのプレーを間近に観る機会を創出
し、市民のスポーツへの関心意欲を高め、更なるスポーツ振興を図る。

9,837千円

新 規
高規格救急自動車更新事業
さまざまな救急事案に対応する高度救命処置資器材等を搭載した車輌に
更新する。

36,124千円

平成30年度�赤磐市の予算
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■ 対象車種
原動機付自転車　第一種（50cc以下）

■ 交付開始日時
５月７日（月）午前１０時

■ 交付場所および交付開始番号

■ 交付方法
交付開始日に各交付場所の窓口にて受付簿に記入
していただき、午前１０時時点で２人以上の申請者
がいる場合は抽選とし、抽選で引いた番号順によ
りナンバープレートを交付します。その後は受付順
に交付します。
※抽選は１人につき１枚に限ります。

■ 手数料／無料

■ 対象者
市内に定置場を有する人　
※�市内に住民登録のない人は、運転免許証の写しが必要です。

【注　意　事　項】
・手続きなどにはお時間をいただきますのでご了承ください。
・従来のナンバープレートとの選択制とします。
・�現在登録済みの従来のナンバープレートからの交換は1台に
つき1回に限ります。
・希望番号は選べません。
・�ナンバープレート番号の取り置き（電話予約、再申請など）は
行いません。
・�必要書類などがそろっていれば代理の人でも新規、交換の手
続きができます。
・�ナンバープレートの変更に伴い自賠責保険などの変更手続き
が必要となる場合がありますので、ご加入の保険会社に問い
合わせください。

交付場所 交付番号

番号は、交付
の状況により
変更になる場
合がありま
す。

本庁　税務課 A・・・１�〜

赤坂支所市民生活課 A・１０１�〜

熊山支所市民生活課 A・２０１�〜

吉井支所市民生活課 A・３０１�〜

仁堀出張所 A・３５１�〜

※ただし、末尾が４、９および４２は欠番です。

皆さんの投票により、決定したご当地ナンバープレ
ートの交付を５月７日（月）午前１０時から開始し
ます！！プレートの交付をご希望の人は手続きにお
越しください。

原動機付自転車（50cc以下）
ご当地ナンバープレート の
交付を開始します！

手続きの種類 必要書類など

バイクを購入して新規登録する場合
販売証明書（販売店が発行）
新所有者、新使用者の印鑑

譲り受けて新規登録する場合

譲渡証明書（旧所有者の署名・捺印が必要）
新所有者、新使用者の印鑑
※�赤磐市または他市町村のナンバープレートが付いたバイク
を譲り受けた場合は、必ずそのナンバープレートを持って
来てください。

使用中のナンバープレートから交換する場合
現在使用しているナンバープレート
標識交付証明書（ない場合は不要）
所有者、使用者の印鑑

※上記の必要書類に不足などがある場合は、交付順を変更させていただく場合がありますのでご了承ください。

■ 交付に必要なもの

■ 問い合わせ先 本庁税務課市民税班　☎ 955-0951
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�情報ボックス内でお知らせする市役所関係
の電話番号は下記のとおりです。

■本庁代表………………………☎955-1111
▷秘書企画課……………………☎955-2692
▷くらし安全課…………………☎955-2650
▷税務課市民税班………………☎955-0951
▷市民課国保年金班……………☎955-1113
▷協働推進課……………………☎955-1114
▷健康増進課……………………☎955-1117
▷社会福祉課……………………☎955-1115
▷介護保険課地域包括支援センター…☎955-1470
▷子育て支援課…………………☎955-2635
▷子ども障がい者相談支援センター…☎955-0555
▷商工観光課……………………☎955-6175
▷建設課都市管理班……………☎955-1485
■赤坂支所代表…………………☎957-2222
▷市民生活課……………………☎957-2226
▷健康福祉課……………………☎957-4822
▷産業建設課……………………☎957-4824
■熊山支所代表…………………☎995-1211
▷市民生活課……………………☎995-1214
▷健康福祉課……………………☎995-1293
▷産業建設課……………………☎995-1217
■吉井支所代表…………………☎954-1111
▷市民生活課……………………☎954-1183
▷健康福祉課……………………☎954-1374
▷産業建設課……………………☎954-1366
■教育委員会
▷社会教育課……………………☎955-0783
■消防本部…………………… ☎955-2244
▷警防課救急係…………………☎955-2254
■エコプラザあかいわ
　（赤磐市環境センター）………☎955-1560

　
応
急
手
当
て
は
５
年
に
１
度
、

よ
り
良
い
方
法
に
変
わ
っ
て
い

き
ま
す
。
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
新

し
い
救
命
処
置
を
覚
え
て
く
だ

さ
い
。
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
い
方
や
胸

骨
圧
迫
が
た
め
ら
い
な
く
で
き

る
方
法
を
誰
に
で
も
分
か
り
や

す
く
説
明
し
ま
す
。

■ 

日
時
／
５
月
27
日
㈰

　
午
前
９
時
〜
正
午

■ 

場
所
／
赤
磐
市
消
防
署
東
出

張
所

募
　
　
集

応
急
手
当
て
を
学
び
ま
せ
ん
か
？

■ 

受
講
人
数
／
10
人
程
度

■ 

参
加
費
／
無
料

■ 

申
込
期
限
／
５
月
15
日
㈫

■ 

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先
／
消
防

本
部
警
防
課
救
急
係

　

あ
な
た
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
幅
を
拡
げ
、
聴
覚
障

害
者
の
手
助
け
に
も
な
る
、
手

話
奉
仕
員
養
成
講
座
を
開
講
し

ま
す
。
手
話
に
関
心
の
あ
る
人

や
勉
強
し
て
み
た
い
人
は
、
ぜ

ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
初
心
者

を
対
象
に
し
て
い
る
の
で
、
ど

な
た
で
も
楽
し
く
手
話
を
学
ぶ

楽
し
い
手
話
講
座
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

こ
と
が
で
き
ま
す
。

■ 

日
時
／
５
月
10
日
㈭
開
講

　

 

毎
週
木
曜
日
（
入
門
課
程
19

回
、
基
礎
課
程
22
回
）

　
午
後
７
時
〜
９
時

■ 

場
所
／
中
央
公
民
館
１
階　

第
１
会
議
室

■ 
対
象
／
市
内
在
住
・
在
勤
（
高

校
生
以
上
）

■ 

定
員
／ 
20
人
（
先
着
順
）

■ 

受
講
料
／
無
料
（
テ
キ
ス
ト

代
は
自
己
負
担
）

■ 

申
込
期
限
／
５
月
９
日
㈬

■ 

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先
／
本
庁

社
会
福
祉
課

　

市
と
市
男
女
共
同
参
画
団
体

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
は
、
男
女
が

性
別
に
関
係
な
く
共
に
い
き
い

き
と
過
ご
す
た
め
の
セ
ミ
ナ
ー

を
開
催
し
ま
す
。

　

今
回
は
、「
女
の
財
産
」
と

題
し
て
、
お
金
の
こ
と
に
つ
い

て
お
話
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

知
っ
て
お
い
て
損
は
し
な
い
知

識
を
身
に
付
け
て
楽
し
い
人
生

を
送
り
ま
し
ょ
う
。
も
ち
ろ
ん
、

男
性
の
参
加
も
大
歓
迎
で
す
！

■ 

日
時
／
５
月
15
日
㈫ 

午
後
２
時
〜
３
時

■ 

場
所
／
中
央
公
民
館
視
聴
覚
室

■ 

講
師
／
中
国
税
理
士
会
岡
山

東
支
部
会
員

■ 

対
象
／
市
内
在
住
・
在
勤
・

在
学
の
人

■ 

定
員
／
30
人
（
先
着
順
）

■ 

参
加
費
／
無
料

■ 

託
児
／
あ
り
（
５
月
10
日
㈭

ま
で
に
要
申
し
込
み
）

■ 

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先
／
本
庁

協
働
推
進
課

第
１
回
男
女
共
同
参
画
セ
ミ
ナ
ー

知
っ
て
お
き
た
い「
女
の
財
産
」

　

求
職
者
支
援
訓
練
と
は
、
雇

用
保
険
を
受
給
で
き
な
い
求
職

者
な
ど
を
対
象
に
、
全
国
の
民

間
訓
練
期
間
が
実
施
す
る
「
就

職
」
を
目
的
と
し
た
公
的
な
職

業
訓
練
で
す
。

■ 

募
集
科
／
基
礎
コ
ー
ス
・
実

践
コ
ー
ス
（
介
護
福
祉
、
医

療
事
務
、
事
務
分
野
な
ど
）

※ 

開
講
日
、
訓
練
期
間
（
２
〜

６
カ
月
）
な
ど
は
各
コ
ー
ス

に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

■ 

受
講
料
／
原
則
無
料
（
テ
キ

ス
ト
代
な
ど
は
自
己
負
担
）

※ 

一
定
の
要
件
（
収
入
・
資
産
な

ど
）
を
満
た
す
と
、「
職
業
訓

練
受
講
給
付
金
」（
月
10
万
円

＋
交
通
費
（
所
定
額
））」
が
支

給
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■ 

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

・ 

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
和
気　

　
☎
０
８
６
９（
９
３
）１
１
９
1

求
職
者
支
援
訓
練
受
講
者
募
集

（
５
～
６
月
開
講
コ
ー
ス
）

＼ I N F O R M A T I O N  &  C O L U M N ／

情 報 ボ ッ ク ス
●このコーナーでは、暮らしに役立つ情報やコラムを掲載しています。
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あ
ゆ
み
会
は
、
市
内
で
こ
こ

ろ
の
病
気
を
持
つ
人
と
そ
の
家

族
の
た
め
の
交
流
の
場
で
す
。

　

近
年
、
う
つ
・
ス
ト
レ
ス
・

閉
じ
こ
も
り
な
ど
の
こ
こ
ろ
の

病
気
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
ひ

と
り
で
悩
ん
で
い
る
人
は
、
一

度
あ
ゆ
み
会
に
参
加
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

　

初
め
て
で
も
緊
張
し
な
い
よ

う
、
保
健
師
や
栄
養
士
も
参
加

し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
遊
び
に
き

て
く
だ
さ
い
。
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

※ 

家
族
と
一
緒
の
参
加
も
受
け
付

け
て
い
ま
す
。

※ 

途
中
か
ら
の
参
加
も
可
能
で

す
の
で
、
事
前
に
お
知
ら
せ

く
だ
さ
い
。

■ 

日
時
／
５
月
26
日
㈯ 

　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

■ 

集
合
場
所
／

　
午
前
…
中
央
公
民
館
調
理
室

　
午
後
…
山
陽
保
健
セ
ン
タ
ー

■ 

内
容
／
「
春
を
楽
し
む
料
理
」

調
理
実
習
、
昼
食
、
座
談
会

な
ど 

「
ゆ
っ
く
り
生
き
よ
う
。

日
頃
の
悩
み
、
思
い
を
語
り

ほ
っ
と一息
。こ
こ
ろ
の
病
気
で

悩
ん
で
い
る
人
の
交
流
会　

～
あ
ゆ
み
会
参
加
者
募
集
～

合
お
う
。」

■ 

参
加
費
／
昼
食
代
２
０
０
円

■ 

申
込
期
限
／
５
月
18
日
㈮

■ 

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先
／
本
庁

健
康
増
進
課

　
実
際
に
調
理
や
試
食
を
し
て
、

離
乳
食
づ
く
り
の
ポ
イ
ン
ト
を

説
明
し
ま
す
。

■ 
日
時
／
５
月
31
日
㈭ 

　

 
午
前
10
時
〜
午
後
０
時
30
分

（
受
付
…
午
前
９
時
30
分
〜
）

■ 

場
所
／
中
央
公
民
館

■ 

対
象
／
５
〜
８
カ
月
の
乳
児

を
持
つ
保
護
者

■ 

定
員
／
６
組
（
先
着
順
）

■ 

参
加
費
／
無
料

■ 

持
ち
物
／
エ
プ
ロ
ン
、
三
角

巾
、
手
ふ
き
タ
オ
ル
、
筆
記

用
具

■ 

託
児
／
あ
り
（
希
望
者
）

■ 

申
込
期
限
／
５
月
25
日
㈮

■ 

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先
／
本
庁

健
康
増
進
課
、
各
支
所
健
康

福
祉
課

離
乳
食
講
習
会
参
加
者
募
集

～「
大
人
の
取
り
分
け
食
」で

無
理
せ
ず
手
作
り
離
乳
食
～

　

介
護
予
防
や
閉
じ
こ
も
り
予

防
な
ど
を
目
的
に
、
高
齢
者
の

居
場
所
づ
く
り
を
継
続
的
に
実

施
す
る
住
民
団
体
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、

法
人
な
ど
に
対
し
、
必
要
な
経

費
を
基
準
額
の
範
囲
内
で
補
助

し
ま
す
。（
例
）
介
護
予
防
教
室
、

認
知
症
カ
フ
ェ
な
ど

■ 

応
募
期
限
／
随
時

■ 

対
象
要
件

① 

週
１
回
ま
た
は
月
１
回
な
ど

定
期
的
に
開
催
し
、
毎
回
10

人
以
上
の
参
加
者
が
あ
る

② 

１
回
あ
た
り
２
時
間
以
上
の

開
催
で
あ
る

③ 

介
護
予
防
、
健
康
増
進
な
ど
を

目
的
と
し
た
集
い
の
場
で
あ
る

■ 

補
助
金
額
／
月
１
回
以
上
開
設

の
場
合
…
年
額
上
限
１
万
２
千

円
、
週
１
回
以
上
開
設
の
場
合

年
額
上
限
３
万
円　
な
ど

■ 

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先
／
本
庁

介
護
保
険
課
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー

高
齢
者
の
居
場
所
づ
く
り　

活
動
団
体
募
集
！

　認知症予防には適度な運動とバランスの取れた食事、刺激のある生活が重要だと言われています。認知
症は予防したいけど何から始めたらいいか迷っている人、この教室に通って認知症予防によい生活習慣を
学びませんか？ また、昔懐かしい歌にあわせて頭の体操もできます。

認知症予防と音楽の講座生徒募集

■ 講師／小堀佳代子さん（音楽講師）ほか
■ 内容／ 認知症予防に関する講話と音楽に合わせた頭の体操
■ 対象／ 市内に住む65歳以上で認知症予防に関心のある人
　【前期】
■ 日時／ ６月15日㈮～10月19日㈮の毎月第１・第３金曜日（全９回）　午後１時30分～３時
■ 場所／高月公民館　　　■ 定員／50人　　■ 申込期間／５月１日㈫～25日㈮
　【後期】
■ 開催期間／11月２日㈮～３月15日㈮の毎月第１・第３金曜日（全９回）
■ 場所／熊山保健福祉総合センター　　■ 定員／30人　
※ 後期の募集は９月ごろを予定しています。
※ 過去に受講したことがある場合、申し込みはご遠慮ください。

� 問い合わせ・申し込み先／本庁介護保険課　地域包括支援センター

参加費
無料

＼ I N F O R M A T I O N  &  C O L U M N ／

情 報 ボ ッ ク ス
●このコーナーでは、暮らしに役立つ情報やコラムを掲載しています。
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　フォーラムでは、熊本県益城町から、熊本地震で避難所となった益城町立広安小学校の元校長・田中元さ
んをお招きし、お話をしていただきます。学校が避難所となった場合の避難所運営方法など、熊本地震から
私たちは何を学ぶことができるでしょうか？　ぜひお越しください！　一緒に考えましょう！！

■日　時／ 5月12日（土）午後1時30分～4時
■場　所／ 桜が丘いきいき交流センター大ホール
■内　容／ • 赤磐市派遣職員活動報告
　　　　　 • 田中元さん（益城町立広安小学校・元校長）による講演
　　　　　 • 田中元さん、AMDA難波理事（益城町出身）による対談
　　　　　 • 防災寸劇（赤磐市くらし安全課職員）
■講　師／ 田中　元さん（益城町立広安小学校・元校長）
■参加費／ 無料　　　　　　■申し込み／ 不要
■問い合わせ先／本庁くらし安全課

第２回ＡＭＤＡ・赤磐市防災国際フォーラム
私たちは、熊本地震を忘れない！！～「熊本地震」から「赤磐市の防災」を考える。～

　

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
で
は
、

リ
ユ
ー
ス
品
の
受
け
入
れ
や
無

料
提
供
の
ほ
か
入
札
や
抽
選
な

ど
に
よ
る
有
料
提
供
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

今
回
は
入
札
会
と
無
料
提
供

を
行
い
ま
す
。

■ 

参
加
資
格
／
市
内
在
住
、
ま

た
は
在
勤
の
18
歳
以
上
の
人

■ 

入
札
品
／
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
確
認
で
き
ま
す
。

■ 

申
込
期
間
／
５
月
３
日
㈭
〜

28
日
㈪ 

午
後
１
時
30
分
ま
で

の
開
館
時
間

■ 

開
札
日
時
／
５
月
28
日
㈪

　
午
後
１
時
30
分
〜

■ 

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先
／
エ
コ

プ
ラ
ザ
あ
か
い
わ　

第
15
回
リ
ユ
ー
ス
品
入
札
会

受
付
開
始
！

▼ 

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
の 

開
館
時
間

毎
週
月・木・金
曜
日
、第
２・

第
４
土
曜
日　
午
前
10
時
〜

正
午
、
午
後
１
時
〜
４
時

※ 

土
曜
日
は
、
ご
み
の
持
込

み
は
で
き
ま
せ
ん
。
入
口

も
西
側
の
門
に
変
わ
り
ま

す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■ 

市
営
住
宅
募
集
団
地

①
団
地
名
／
庄
谷（
黒
本
１
７
０
）

・ 

戸
数
／
２
戸

・ 

規
格
／
３
Ｄ
Ｋ

・ 

家
賃
月
額
（
入
居
時
）

　
１
万
４
５
０
０
円
〜
２
万
２
３
０
０
円

②
団
地
名
／
福
田（
福
田
３
２
０
）

・ 

戸
数
／
７
戸

・ 
規
格
／
３
Ｄ
Ｋ

・ 
家
賃
月
額
（
入
居
時
）

　
１
万
３
０
０
０
円
〜
２
万
８
０
０
円

③
団
地
名
／
仁
堀（
仁
堀
中
８
５
８
）

・ 

戸
数
／
１
戸

・ 

規
格
／
３
Ｄ
Ｋ

・ 

家
賃
月
額
（
入
居
時
）

　
１
万
７
３
０
０
円
〜
２
万
５
８
０
０
円

■ 

市
特
定
公
共
賃
貸
住
宅
募
集

団
地

④ 

団
地
名
／
安
岡
（
坂
辺
１
０

５
５
番
地
18
）

・ 

戸
数
／
１
戸

・ 

規
格
／
４
Ｌ
Ｄ
Ｋ

・ 

家
賃
月
額
（
入
居
時
）

　
５
万
円

■ 

申
込
期
間
／
５
月
１
日
㈫
〜

14
日
㈪

■ 

申
込
方
法
／
入
居
申
し
込
み

は
本
人
ま
た
は
家
族
が
直
接

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

住
宅
公
募
の
ご
案
内

※ 

申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽

選
と
な
り
ま
す
。

※ 

入
居
要
件
に
つ
い
て
は
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■ 

申
し
込
み
先
／
①
②
③
吉
井

支
所
産
業
建
設
課
、
④
赤
坂

支
所
産
業
建
設
課

■ 

問
い
合
わ
せ
先
／
本
庁
建
設

課
、
各
支
所
産
業
建
設
課

■ 

日
時
／
５
月
16
日
㈬ 

　
午
前
10
時
〜
正
午

　
午
後
１
時
〜
３
時

■ 

場
所
／
産
業
会
館
２
階　

■ 

相
談
員
／
岡
山
東
年
金
事
務

所
年
金
専
門
官

※
相
談
は
完
全
予
約
制

■ 
申
し
込
み
先
／
本
庁
市
民
課

国
保
年
金
班

年
金
相
談

※益城町にある小学校の避難所風景

◎市役所関係の問い合わせ先などの電話番号は、7ページの電話番号一覧をご覧ください。
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由
）
を
添
付
し
て
提
出
し
て

く
だ
さ
い
（
郵
送
可
）。

※ 

応
募
申
込
書
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。

■ 

応
募
期
限
／
５
月
17
日
㈭
必

着
※ 

選
考
結
果
は
、
各
個
人
あ
て

に
通
知
し
ま
す
。

■ 

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先
／
本
庁

協
働
推
進
課

　

市
で
は
、
男
女
共
同
参
画
の

推
進
に
関
す
る
施
策
に
つ
い
て
、

市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
ご
意
見

を
幅
広
く
反
映
さ
せ
る
た
め
、

赤
磐
市
男
女
共
同
参
画
推
進
審

議
会
委
員
を
募
集
し
ま
す
。
男

女
共
同
参
画
社
会
実
現
に
向
け

て
、
一
緒
に
取
り
組
め
る
人
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。　

■ 

募
集
人
員
／
３
人
以
内

■ 

任
期
／
７
月
１
日
〜
平
成
32

年
６
月
30
日

■ 

応
募
資
格
／
市
内
在
住
・
在

勤
・
在
学
の
20
歳
以
上
（
平

成
30
年
４
月
１
日
現
在
）
で
、

男
女
共
同
参
画
に
関
心
と
見

識
を
持
ち
、
継
続
し
て
平
日

赤
磐
市
男
女
共
同
参
画
推
進

審
議
会
の
委
員
を
募
集

　

市
で
は
「
協
働
の
ま
ち
づ
く

り
」
を
よ
り
一
層
推
進
す
る
た

め
、
市
民
活
動
団
体
な
ど
か
ら

地
域
課
題
の
解
決
に
つ
な
が
る

事
業
提
案
を
募
集
し
、
協
働
で

事
業
を
実
施
す
る
「
市
民
活
動

実
践
モ
デ
ル
事
業
」
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

　
こ
の
事
業
の
実
施
に
あ
た
り
、

市
民
活
動
団
体
な
ど
か
ら
提
案

さ
れ
た
事
業
の
内
容
に
つ
い
て

審
査
を
行
っ
て
い
た
だ
く
委
員

を
公
募
し
ま
す
。

■ 

募
集
人
数
／
２
人

■ 

任
期
／
平
成
33
年
３
月
31
日

ま
で

■ 

応
募
資
格
／
市
内
在
住
・
在

勤
・
在
学
の
20
歳
以
上
（
平

成
30
年
４
月
１
日
現
在
）
で
、

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
に
関
心

と
見
識
を
持
ち
、
継
続
し
て

平
日
に
開
催
す
る
委
員
会
に

出
席
で
き
る
人

■ 

応
募
方
法
／
本
庁
協
働
推
進

課
ま
た
は
各
支
所
市
民
生
活

課
に
備
え
付
け
の
応
募
申
込

書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

応
募
理
由
に
つ
い
て
の
作
文

（
４
０
０
字
程
度
、
様
式
は
自

市
民
活
動
実
践
モ
デ
ル
事
業

審
査
委
員
会
委
員
の
公
募

に
開
催
す
る
会
議
に
出
席
で

き
る
人

■ 

応
募
方
法
／
本
庁
協
働
推
進

課
ま
た
は
各
支
所
市
民
生
活

課
に
備
え
付
け
の
応
募
申
込

書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

「
私
が
考
え
る
男
女
共
同
参

画
」
に
つ
い
て
の
作
文
（
８

０
０
字
以
内
、
様
式
は
自
由
）

を
添
付
し
て
提
出
し
て
く
だ

さ
い
（
郵
送
可
）。

※ 

応
募
申
込
書
と
作
文
原
稿
用

紙
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

■ 

応
募
期
限
／
５
月
31
日
㈭
必

着
※ 

選
考
結
果
は
、
各
個
人
あ
て

に
通
知
し
ま
す
。

■ 

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先
／
本
庁

協
働
推
進
課

お
知
ら
せ

■ 

日
時
／
５
月
３
日
㈭
〜
５
日
㈯

　
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

■ 

場
所
／
熊
山
英
国
庭
園

■ 

内
容
／
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
、

花
の
販
売
、
写
真
・
日
本
画
・

熊
山
英
国
庭
園

ス
プ
リ
ン
グ
フ
ェ
ス
タ

水
彩
画
な
ど
の
展
示
・
フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど

■ 

英
国
庭
園
情
報

・ 

入
園
料
／
無
料

・ 

駐
車
場
／
80
台

・ 

開
園
時
間
／
午
前
９
時
〜
午

後
６
時

・ 

休
園
日
／
毎
週
水
曜
日

■ 

問
い
合
わ
せ
先
／
熊
山
支
所

産
業
建
設
課

・ 

熊
山
英
国
庭
園

　
☎（
９
９
５
）９
３
０
０

　

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
に
は

車
で
遠
方
へ
出
か
け
る
機
会
も

多
く
な
り
ま
す
。
せ
っ
か
く
の

旅
行
も
交
通
事
故
が
起
こ
る
と

悲
し
い
思
い
出
と
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
。
事
前
に
行
き
先
ま
で

の
交
通
状
況
を
調
べ
て
、
ゆ
と

り
の
あ
る
計
画
を
立
て
ま
し
ょ

う
。

　

ま
た
、
車
に
乗
っ
た
ら
、
後

部
座
席
を
含
め
た
す
べ
て
の
座
席

で
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
着
用
す
る
な

ど
、
交
通
ル
ー
ル
を
守
っ
て
、
楽

し
い
思
い
出
に
し
ま
し
ょ
う
。

■ 

問
い
合
わ
せ
先
／
本
庁
く
ら

し
安
全
課

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
の

交
通
事
故
に
気
を
つ
け
て

　

市
で
は
、
４
月
１
日
よ
り
妊

娠
中
に
１
回
、
無
料
で
歯
科
健

診
と
、
歯
科
保
健
指
導
を
受
け

ら
れ
る
「
妊
婦
歯
科
健
康
診
査
」

を
実
施
し
ま
す
。

　

お
母
さ
ん
自
身
の
歯
の
健
康

と
生
ま
れ
て
く
る
お
子
さ
ん
の

歯
を
守
る
た
め
に
も
、
こ
の
機

会
に
ぜ
ひ
歯
科
健
康
診
査
を
受

け
ま
し
ょ
う
。

　

詳
細
は
、
妊
娠
届
出
時
に
受

診
券
を
交
付
し
、
案
内
し
ま
す

が
、
す
で
に
届
出
済
の
場
合
で
、

出
産
予
定
日
が
４
月
１
日
以
降

の
人
に
は
、
受
診
票
と
案
内
を

３
月
末
に
送
付
し
て
い
ま
す
の

で
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■ 

問
い
合
わ
せ
先
／
本
庁
健
康

増
進
課

妊
婦
歯
科
健
康
診
査
を

受
け
ま
し
ょ
う

＼ I N F O R M A T I O N  &  C O L U M N ／

情 報 ボ ッ ク ス
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地　域 月　　日 時　　　　間 場　　　　所

吉井

5 月 16 日（水）
午前 10時 30 分～正午 仁堀出張所

午後 1時 30 分～午後 3時 山方研修センター

5月 17 日（木）
午前 10時 30 分～正午

吉井支所
午後 1時 30 分～午後 3時

熊山 5 月 18 日（金）
午前 10時 30 分～正午

熊山支所
午後 1時 30 分～午後 3時

赤坂 5 月 21 日（月）・22日（火）
午前 10時 30 分～正午

岡山東農業協同組合赤坂支店
午後 1時 30 分～午後 3時

山陽

5 月 24 日（木）
午前 10時 30 分～正午

山陽産業会館
午後 1時 30 分～午後 3時

5月 25 日（金）
午前 10時 30 分～正午 高月公民館

午後 1時 30 分～午後 3時 西山公民館

　

経
済
産
業
省
は
、
６
月
１
日

現
在
で
全
国
一
斉
に
工
業
統
計

調
査
を
行
い
ま
す
。
こ
の
調
査

は
、
製
造
業
の
事
業
所
が
対
象

で
、
調
査
の
結
果
は
、
国
や
地

方
公
共
団
体
の
産
業
施
策
や
中

小
企
業
施
策
の
た
め
の
基
礎
資

料
と
し
て
活
用
さ
れ
ま
す
。

　

５
月
中
旬
か
ら
、
調
査
員
が

調
査
票
を
持
っ
て
伺
い
ま
す
の

で
、
ご
回
答
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
調
査
の
内
容
は
統
計

以
外
の
目
的
に
使
用
す
る
こ
と

は
一
切
あ
り
ま
せ
ん
。
皆
さ
ん

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■ 

問
い
合
わ
せ
先
／
本
庁
秘
書

企
画
課

　

こ
の
計
画
は
、
子
ど
も
た
ち

が
、
生
ま
れ
育
っ
た
環
境
に
左

右
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
さ
ま
ざ

ま
な
生
き
方
を
選
択
し
実
現
で

き
る
よ
う
、
家
庭
、
地
域
、
社

会
が
一
体
と
な
っ
て
子
育
て
を

支
援
す
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

る
た
め
の
計
画
で
す
。

平
成
30
年
工
業
統
計
調
査

赤
磐
市
子
育
て
家
庭
の
支
援

に
関
す
る
整
備
計
画
を
策
定

　

計
画
書
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
本
庁
子
育
て
支
援
課
、
各
支

所
健
康
福
祉
課
で
ご
覧
い
た
だ

け
ま
す
。

■ 

問
い
合
わ
せ
先
／
本
庁
子
育

て
支
援
課　

　

こ
の
計
画
は
、
障
害
者
基
本

法
を
は
じ
め
、
障
害
者
総
合
支

援
法
や
児
童
福
祉
法
に
基
づ
き
、

平
成
30
年
度
か
ら
６
カ
年
の
障

害
者
施
策
全
般
に
関
わ
る
基
本

理
念
や
基
本
指
針
、
目
標
を
定

め
る
計
画
で
す
。

　
ま
た
、
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
な

ど
の
必
要
量
お
よ
び
必
要
量
確
保

の
た
め
の
方
策
な
ど
を
定
め
る
計

画
部
分
は
、
平
成
30
年
度
か
ら
３

カ
年
と
な
っ
て
お
り
、
障
害
の
有

無
に
関
わ
ら
ず
全
て
の
市
民
が
相

互
に
人
格
と
個
性
を
尊
重
し
支
え

合
う
「
共
生
社
会
」
を
実
現
す
る

た
め
の
計
画
で
す
。

　

計
画
書
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
本
庁
社
会
福
祉
課
、
各
支
所

健
康
福
祉
課
で
ご
覧
い
た
だ
け

ま
す
。

■ 

問
い
合
わ
せ
先
／
本
庁
社
会

福
祉
課

第
三
期
障
害
者
計
画・第
五
期
障
害
福
祉

計
画・第一期
障
害
児
福
祉
計
画
を
策
定

　

取
引
・
証
明
に
使
用
さ
れ
て

い
る
は
か
り
（
家
庭
用
を
除
く
）

は
、
計
量
法
に
よ
り
２
年
に
１

回
の
定
期
検
査
を
受
け
る
こ
と

が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

平
成
30
年
度
特
定
計
量
器
定

期
検
査
を
次
の
と
お
り
実
施
し

ま
す
の
で
、
こ
れ
に
該
当
す
る

は
か
り
は
、
必
ず
受
検
し
て
く

だ
さ
い
。

※ 

検
査
は
、
は
か
り
の
種
類
に

よ
っ
て
異
な
り
ま
す
が
、
有

料
で
す
。

■ 

検
査
対
象

・ 

商
店
、
農
家
、
宅
配
便
取
次

店
な
ど
に
あ
る
商
売
用
の
は

か
り

・ 
病
院
、
医
院
、
薬
局
な
ど
の

業
務
用
は
か
り

・ 
学
校
、
幼
稚
園
、
福
祉
施
設

な
ど
の
体
重
計
な
ど

※ 

最
大
計
測
量
５
０
０
㎏
以
下

の
は
か
り
が
対
象
で
す
。

■ 

問
い
合
わ
せ
先

・（
一
社
）岡
山
県
計
量
協
会　

　
☎
０
８
６（
２
４
２
）３
１
５
０

・ 

本
庁
商
工
観
光
課

は
か
り
の
定
期
検
査
を

受
け
ま
し
ょ
う
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自
動
車
税
の
納
期
限
は
５
月

31
日
㈭
で
す
。
納
期
限
ま
で
に

納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
領
収
書
に
付
い
て
い
る

納
税
証
明
書
は
、
必
要
と
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
大
切

に
保
管
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

■ 

問
い
合
わ
せ
先

・ 

岡
山
県
備
前
県
民
局
税
務
部

☎
０
８
６（
２
３
３
）９
８
１
０（
証
明
）

☎
０
８
６（
２
３
３
）９
８
４
４（
課
税
）

　

身
体
・
精
神
に
障
害
の
あ
る

人
が
通
学
・
通
院
・
通
所
・
生

業
の
た
め
に
使
用
す
る
軽
自
動

車
に
つ
い
て
は
、
そ
の
障
害
の

等
級
に
よ
り
軽
自
動
車
税
が
減

免
さ
れ
ま
す
。

　

た
だ
し
、
自
動
車
税
を
減
免

さ
れ
て
い
る
人
は
軽
自
動
車
税

の
減
免
を
申
請
す
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。

　
該
当
者
は
、
納
税
通
知
書
到
着

後
、
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

■ 

減
免
対
象
者

・ 

軽
自
動
車
を
所
有
す
る
人
で

自
動
車
税
の
納
付
は

５
月
31
日
㈭
ま
で
に

平
成
30
年
度

軽
自
動
車
税
減
免
申
請

身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は
精

神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
を

持
っ
て
い
る
人（
等
級
に
よ
っ

て
は
該
当
に
な
ら
な
い
こ
と

も
あ
り
ま
す
）

・ 

身
体
障
害
者
な
ど
と
生
計
を

一
に
し
て
い
る
人
で
軽
自
動

車
を
常
時
介
護
に
使
用
し
て

い
る
人
（
た
だ
し
、
車
の
所

有
者
は
原
則
身
体
障
害
者
な

ど
本
人
）

■ 

申
請
期
限︵
納
期
限
︶／
５
月

31
日
㈭

■ 
申
請
に
必
要
な
も
の

・ 
平
成
30
年
度
軽
自
動
車
納
税

通
知
書　

・ 

印
鑑　

・ 

運
転
免
許
証

・ 

身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は
精

神
障
害
者
手
帳
な
ど　

・ 

車
検
証
（
車
検
が
あ
る
車
）

※ 

平
成
29
年
度
に
軽
自
動
車
税

の
減
免
を
受
け
て
い
る
人
で

車
の
変
更
が
な
い
場
合
は
、

申
請
不
要
で
す
。
車
を
変
更

し
た
人
は
、
変
更
後
の
車
で

申
請
が
必
要
で
す
。
ご
不
明

な
点
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

■ 

問
い
合
わ
せ
先
／
本
庁
税
務

課
市
民
税
班
、
各
支
所
市
民

生
活
課

　

倒
産
や
解
雇
な
ど
の
事
業
主

都
合
や
、
雇
用
期
間
満
了
な
ど

に
よ
る
離
職
で
国
保
に
加
入
し

た
人
で
、
次
の
す
べ
て
の
要
件

を
満
た
し
て
い
る
人
は
、
届
出

に
よ
り
国
民
健
康
保
険
税
が
軽

減
さ
れ
ま
す
。

■ 

軽
減
の
要
件

・ 

離
職
時
点
で
65
歳
未
満
の
人

・ 

雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
の

「
離
職
理
由
」
欄
の
数
字
が
11
、

12
、
21
、
22
、
23
、
31
、
32
、

33
、
34
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
人

■ 

軽
減
の
内
容

・ 

国
民
健
康
保
険
税
を
算
定
す

る
と
き
に
給
与
所
得
を
本
来

の
額
の
30
％
と
し
て
計
算
し
、

負
担
を
軽
減
し
ま
す
。

・ 
高
額
療
養
費
な
ど
の
所
得
区

分
を
判
定
す
る
と
き
も
給
与

所
得
を
本
来
の
額
の
30
％
と

し
て
算
定
し
ま
す
。

※ 

給
与
所
得
以
外
の
所
得
は
軽

減
さ
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
同

じ
世
帯
の
ほ
か
の
国
保
加
入

者
の
所
得
は
通
常
の
額
と
し

て
計
算
し
ま
す
。

非
自
発
的
失
業
者
に
対
す
る

国
保
税
の
負
担
軽
減

■ 

軽
減
期
間

・ 

離
職
し
た
翌
日
の
月
か
ら
翌

年
度
末
ま
で

■ 

必
要
書
類
な
ど

・ 

雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証

・ 

印
鑑

■ 

問
い
合
わ
せ
先
／
本
庁
市
民

課
国
保
年
金
班
、
各
支
所
市

民
生
活
課

　

交
通
事
故
な
ど
の
第
三
者
の

行
為
に
よ
っ
て
、
け
が
や
病
気

に
な
っ
た
場
合
に
、
国
民
健
康

保
険
証
で
診
療
を
受
け
た
と
き

は
、「
第
三
者
行
為
に
よ
る
傷
病

届
」
の
届
け
出
と
事
故
証
明
の

添
付
が
必
要
で
す
。

　

本
来
、
加
害
者
が
医
療
費
を

全
額
負
担
す
る
の
が
原
則
の
た

め
、
あ
と
で
国
民
健
康
保
険
が

負
担
し
た
医
療
費
を
加
害
者
に

請
求
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の

で
、
す
み
や
か
に
届
け
出
て
く

だ
さ
い
。

■ 

問
い
合
わ
せ
先
／
本
庁
市
民

課
国
保
年
金
班
、
各
支
所
市

民
生
活
課

国
民
健
康
保
険
へ
の
届
け
出

《
交
通
事
故
に
あ
っ
た
と
き
》

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
存

在
や
活
動
を
皆
さ
ん
に
知
っ
て

い
た
だ
く
た
め
、
昭
和
52
年
か

ら
、
毎
年
５
月
12
日
は
「
民
生

委
員
・
児
童
委
員
の
日
」
と
定

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

委
員
は
、
厚
生
労
働
大
臣
か

ら
委
嘱
さ
れ
、
１
期
３
年
の
任

期
で
担
当
地
区
を
持
っ
て
お
り
、

市
内
に
は
「
民
生
委
員
・
児
童

委
員
」
が
１
１
３
人
、
主
に
児

童
福
祉
に
関
す
る
こ
と
を
担
当

す
る
「
主
任
児
童
委
員
」
が
９

人
い
ま
す
。
委
員
は
、
毎
月
の

定
例
会
や
各
種
研
修
、
地
区
・

学
校
行
事
へ
の
参
加
、
社
会
福

祉
協
議
会
の
行
う
友
愛
訪
問
へ

の
協
力
な
ど
、
地
域
の
つ
な
ぎ

役
と
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。
お
困
り
の
と

き
は
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

な
お
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員

が
分
か
ら
な
い
場
合
は
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■ 

問
い
合
わ
せ
先
／
本
庁
社
会

福
祉
課
、
各
支
所
健
康
福
祉
課

あ
な
た
の
ま
ち
の
相
談
相
手

～
民
生
委
員・児
童
委
員
～

＼ I N F O R M A T I O N  &  C O L U M N ／

情 報 ボ ッ ク ス
●このコーナーでは、暮らしに役立つ情報やコラムを掲載しています。

広報あかいわ（平成30年5月号）12



■
愛
称

　
「
り
ん
く
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」

■
意
味

　

英
語
で
「
り
ん
く
」
は
「
つ

な
ぐ
」
と
い
う
意
味
で
す
。

　
「
人
」
を
つ
な
ぐ
…
子
育
て
や

障
害
に
つ
い
て
悩
み
を
抱
え
て

い
る
「
人
」
を
適
切
な
支
援
者

な
ど
の
「
人
」
へ
つ
な
ぎ
ま
す
。

　
「
情
報
」
を
つ
な
ぐ
…
相
談
に

対
し
、
福
祉
や
子
育
て
、
教
育
、

保
健
な
ど
の
関
係
機
関
に
関
す

る
必
要
な
「
情
報
」
を
提
供
し

ま
す
。

　
「
時
間
」
を
つ
な
ぐ
…
相
談
に

訪
れ
る
人
の
現
在
の
「
時
間
」

を
明
る
い
未
来
の
「
時
間
」
に

つ
な
ぎ
ま
す
。

　
「
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
は
「
駅
」

と
い
う
意
味
で
す
。「
駅
」
は
、

子
ど
も・障
が
い
者
相
談
支
援
セ

ン
タ
ー
の
愛
称
決
定

目
的
地
に
向
か
う
た
め
に
人
が

集
う
場
所
で
あ
り
、
出
発
す
る

場
所
で
も
あ
り
ま
す
。「
り
ん
く

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
は
、
相
談
に

訪
れ
る
人
に
と
っ
て
の
方
向
性

（
目
的
地
）
を
見
出
し
、
新
た
に

一
歩
を
踏
み
出
せ
る
「
駅
」
で

あ
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

■ 

「
り
ん
く
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
﹂っ

て
何
？

　

子
ど
も
や
子
育
て
に
関
す
る

相
談
窓
口
（
子
育
て
世
代
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
）
と
、
障
害
に

関
す
る
相
談
窓
口
（
障
害
者
基

幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
）、
発
達

障
害
に
関
す
る
相
談
窓
口
（
発

達
障
害
支
援
セ
ン
タ
ー
）
を
ま

と
め
た
相
談
窓
口
で
す
。

　

 

皆
さ
ん
か
ら
受
け
た
相
談
内
容

に
つ
い
て
秘
密
を
守
り
、
個
人

情
報
や
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
保
護

に
配
慮
し
た
支
援
を
行
い
ま
す
。

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■ 

問
い
合
わ
せ
先
／
子
ど
も
・ 

障
が
い
者
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー 

「
り
ん
く
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」

　
身
体
障
害
者
相
談
員
は
身
体

に
障
害
が
あ
る
人
の
相
談
に
応

じ
、ま
た
関
係
機
関
と
の
調
整
な

ど
を
行
う
人
の
こ
と
で
す
。

　
知
的
障
害
者
相
談
員
は
知
的

に
障
害
が
あ
る
人
の
相
談
に
応

じ
、ま
た
関
係
機
関
と
の
調
整
や

社
会
生
活
の
た
め
に
必
要
な
助

言
な
ど
を
行
う
人
の
こ
と
で
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
受
け
た

相
談
内
容
に
つ
い
て
秘
密
は
守

り
ま
す
。
個
人
情
報
や
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
の
保
護
に
配
慮
し
た
支

援
を
行
い
ま
す
。
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

○
身
体
障
害
者
相
談
員

■ 

山
陽
地
域

・ 
今
井
哲
彦
☎（
９
５
５
）０
４
９
６

・ 
山
部
博
通
☎（
９
５
５
）６
６
９
７

・ 
金
島
伸
吉
☎（
９
５
５
）１
６
２
０

・ 

田
村
正
明
☎
０
８
６（
２
２
９
）２
３
５
７

■ 

赤
坂
地
域

・ 

小
西
憲
勝
☎（
９
５
７
）３
２
６
４

・ 

頼
則
幸
穂
☎（
９
５
７
）４
３
７
７

■ 

熊
山
地
区

・ 

藤
田
照
代
☎（
９
９
５
）２
２
１
２

・ 

石
野
哲
生
☎（
９
９
５
）０
０
２
１

■ 

吉
井
地
域

・ 

平
井
千
里
☎（
９
５
４
）０
６
４
０

身
体
障
害
者・知
的
障
害
者
相

談
員
を
ご
存
じ
で
す
か
？

・ 

岡
森
裕
幸
☎（
９
５
４
）０
７
７
４

○
知
的
障
害
者
相
談
員

■ 

山
陽
地
域

・ 

鳥
羽
美
智
代
☎（
９
５
５
）３
１
５
８

■ 

赤
坂
地
域

・ 

坂
本
朝
子
☎（
９
５
７
）２
７
４
９

■ 

熊
山
地
域

・ 

西
田
典
子
☎（
９
９
５
）２
７
３
０

■ 

吉
井
地
区

・ 

金
谷
将
弘
☎（
９
５
４
）０
０
６
８

■ 

問
い
合
わ
せ
先
／
本
庁
社
会

福
祉
課

　

県
で
は
、
地
域
で
青
少
年
や

そ
の
保
護
者
が
悩
み
や
不
安
を

相
談
で
き
る
よ
う
、
青
少
年
健

全
育
成
活
動
に
熱
意
を
持
っ
て

取
り
組
ん
で
い
る
人
を
、
青
少

年
相
談
員
と
し
て
登
録
し
て
い

ま
す
。

　

非
行
や
い
じ
め
、
友
人
関
係

の
悩
み
な
ど
、
青
少
年
に
関
す

る
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
に
応
じ
ま

す
。
相
談
内
容
に
つ
い
て
は
、

秘
密
厳
守
し
ま
す
の
で
、
安
心

し
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
身
近
な
青
少
年
の
善

行
を
称
え
る
「
わ
か
ば
賞
」
の

顕
彰
を
行
い
ま
す
。
青
少
年
の

岡
山
県
青
少
年
相
談
員
へ
ご

相
談
く
だ
さ
い

善
行
を
見
か
け
た
と
き
は
、
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

・ 

山
陽
小
学
校
区

　
内
山
孝
子
☎（
９
５
５
）２
６
８
８

・ 

山
陽
西
小
学
校
区

　
佐
々
木
政
人
☎（
９
５
５
）１
７
８
０

・ 

山
陽
東
小
学
校
区

　
畑　
啓
允
☎（
９
５
５
）４
２
９
２

・ 

山
陽
北
小
学
校
区

　
齊
藤　
歩
☎（
９
５
５
）２
４
４
２

・ 

石
相
小
学
校
区

　
幡
山
寛
念
☎（
９
５
７
）２
５
２
８

・ 

軽
部
小
学
校
区

　
野
田
惠
子
☎（
９
５
７
）３
６
４
７

・ 

笹
岡
小
学
校
区

　
松
岡
里
子
☎（
９
５
７
）２
０
５
７

・ 

豊
田
小
学
校
区

　
嘉
数
健
二
☎（
９
９
５
）０
１
３
８（
勤
務
先
）

・ 

磐
梨
小
学
校
区

　
實
盛
さ
よ
子
☎（
９
９
５
）１
１
２
３

・ 

桜
が
丘
小
学
校
区

　
矢
吹　
保
☎（
９
９
５
）１
２
８
５

・ 

城
南
小
学
校
区

　
平
尾
妙
子
☎（
９
５
４
）０
７
７
２

・ 

仁
美
小
学
校
区

　
牧
野
睦
美
☎（
９
５
８
）２
３
８
０

■ 

問
い
合
わ
せ
先
／
教
育
委
員

会
社
会
教
育
課

◎市役所関係の問い合わせ先などの電話番号は、7ページの電話番号一覧をご覧ください。
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■対　　象／ 町内会、老人クラブ、ＰＴＡ、友人同士や職場など、おおむね５人 
以上の集まり

■所要時間／３０分～１時間程度
■日　　程／原則、平日（１２月２９日～１月４日を除く）
■会　　場／申し込み団体にてご用意願います。
■費　　用／無料
■申込方法／まずは、お電話でご連絡ください。

　消費者被害を未然に防ぐために、消費者と
しての心構え、悪質な業者への事前・事後の
対応の仕方、法律の考え方などを、消費生活
相談員が出向き、お話しします！ DVD や替
え歌、クイズなどを取り入れることもできま
す。ぜひご利用ください。

■  主な講座内容
　 テーマ・研修内容などについては、相談に

応じます。
　（例） ・悪質商法の手口とその対処法
 ・最近の消費者相談事例
 ・クーリング・オフについて
 ・食品表示の見方

■  問い合わせ・申し込み先
・消費生活センター ☎�955-4783

　悲惨な交通事故を発生させないために、子
どもから高齢者まですべての世代を対象に、
市内のさまざまな場所や機会に交通指導員
が出向き、交通ルールや交通事故防止策につ
いて、お話しします！ぜひご利用ください。

■  主な講座内容
・高齢者の交通事故防止
・子どもの交通事故防止
・夜光反射材の着用
・チャイルドシートの正しい着用
・おかやま愛カード　など
※  DVD 上映、手遊び、寸劇なども入れて楽

しい雰囲気で行います。

■  問い合わせ・申し込み先
・本庁くらし安全課 ☎�955-2650

消費生活講座を出前します!!

出 前 講 座

交通指導員が伺います

受付後、「申込書」をお送りしますので、ご提出ください。

消費生活相談員や交通指導員が地域へ出向き、
テーマに沿ってお話しします。お気軽にご利用ください。

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
か
ら
の

お
知
ら
せ

　

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
は
、

消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
へ
の
迅
速
な

対
応
と
消
費
者
被
害
の
未
然
防

止
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

国
土
交
通
省
か
ら
、
タ
カ
タ

製
エ
ア
バ
ッ
グ
リ
コ
ー
ル
に
関

す
る
お
知
ら
せ
が
届
い
て
い
ま

す
。

　

タ
カ
タ
製
エ
ア
バ
ッ
グ
リ

コ
ー
ル
未
改
修
車
は
、
５
月
か

ら
車
検
が
通
ら
な
く
な
り
ま
す
。

未
改
修
の
車
は
早
急
に
販
売
店

で
改
修
し
て
く
だ
さ
い
。

■ 

問
い
合
わ
せ
先
／

・ 

国
土
交
通
省
タ
カ
タ
専
用
ダ

イ
ヤ
ル

　
☎
０
３（
５
５
３
９
）０
４
５
２

・ 

エ
ア
バ
ッ
グ
リ
コ
ー
ル
特
設

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

 http://w
w
w
.m
lit.go.jp/

jid
o
sha/carinf/rcl/

recallinfo_ 003.htm
l

＼ I N F O R M A T I O N  &  C O L U M N ／

情 報 ボ ッ ク ス
●このコーナーでは、暮らしに役立つ情報やコラムを掲載しています。
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各 図 書 館 利 用 案 内

●中央図書館
絵本はともだち
　毎週水曜日　午前10時30分～11時
おはなしかい
　毎週土曜日　午前10時30分～11時
　第2日曜日　午後2時～2時30分
きらり☆しあたー こども版映画上映会「ファン＆ファンシーフリー」
　１９日㈯　午後2時～
民話の寺小屋（民話の語り）
　20日㈰　午後2時～2時30分

●赤坂図書館
ブックんのおはなしかい
　5日㈯　午前11時～11時30分
ちいさなおはなしかい
　9日㈬・23日㈬　午前11時～11時20分

●熊山図書館
なかよしタイム
　3日㈭　午前10時～正午
おはなしのおへや
　19日㈯　午前11時～11時30分

●吉井図書館
おはなしだいすき☆えほんといっしょ
　6日㈰　午後2時～4時
おはなし会
　12日㈯　午前10時30分～11時

＜5月の開館時間＞ 午前10時～午後6時
　　　　　　 （中央図書館のみ木曜日は午後8時まで）

＜問い合わせ先＞
◦中央図書館………☎955-0076
◦赤坂図書館………☎957-2212
◦熊山図書館………☎995-1273
◦吉井図書館………☎954-9200

＜5月の休館日＞
日 月 火 水 木 金 土

 1 2 3 4 5
6 7 8 9 10 11 12

13 14 15 16 17 18 19
20 21 22 23 24 25 26
27 28 29 30 31
※青色のマスが休館日です。

中央図書館 
Facebook

Event�Calendar 図 書 館 通 信
L I B R A R Y  N E W S
市内図書館の利用案内・開催イベント紹介

きらり☆しあたー こども版映画上映会
『ファン＆ファンシーフリー』（７３分）

　ウォルト・ディズニー･カンパニー製作の長編ア
ニメ。童話「子ぐま物語」と、ミッキー、ドナルド、グ
ーフィーの３人が演じる「ミッキーのジャックと豆
の木」の２編を上映します。

■日時／５月１９日㈯ 午後２時～
■場所／中央図書館　多目的ホール
■申し込み／不要　　■参加費／無料

「立石憲利さん再話による
 絵本岡山のむかしばなし」原画展

　『絵本岡山のむかしばなし』の中から、立石憲利
さん再話による「天人にょうぼう」や「ちょうずを
まわせ」などの原画を展示します。
　また、会期中に立石憲利さんとボランティアの
皆さん出演による、おはなし会も開催します。子ど
もから大人までお楽しみいただけるおはなし会で
す。皆さんご参加ください。

■�日時／６月２日㈯～８日㈮
　　　　午前９時～午後７時（７日㈭は午後８時まで）
　　　　※ただし、４日（月・休館日）を除く
■場所／中央図書館　多目的ホール
■入場料／無料

＜おはなし会＞
■日時／６月３日㈰ 午後２時～３時
■場所／中央図書館
　　　　多目的ホール
■申し込み／不要
■参加費／無料

中央図書館
開館１０周年記念講演会

　中央図書館は６月６日㈬に開館１０周年を迎えま
す。それを記念して、６月24日㈰に絵本作家を招
いて子どもから大人まで楽しめる講演会を企画中
です。詳細は広報あかいわ6月号や図書館内掲示
板（5月以降）などでお知らせしますので、お楽し
みに。

Pick Up

Pick Up

Pick Up

5月

利用案内の詳細は
図書館のホームページで

確認できるよ。
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●赤磐市の人口 （平成30年4月1日現在）

人　口 44,279 人 （ －102 ）
男　性 21,273 人 （ － 61 ）
女　性 23,006 人 （ － 41 ）
世帯数 18,211 世帯 （ ＋ 20 ）

　※（　）は3月1日との差

●平成30年3月赤磐市火災・救急発生状況 ※（	）は平成30年の累計
火　　災　　別

計
救　　急　　別

計
建物 林野 車両 その他 交通 急病 一般 その他

本署 0
（3）

0
（0）

0
（1）

1
（4）

1
（8）

6
（23）

75
（211）

7
（35）

7
（22）

95
（291）

東出
張所

0
（0）

0
（0）

0
（0）

0
（3）

0
（3）

5
（14）

23
（67）

8
（18）

9
（19）

45
（118）

北出
張所

0
（0）

0
（1）

0
（0）

0
（0）

0
（1）

5
（12）

11
（39）

0
（6）

1
（6）

17
（63）

計 0
（3）

0
（1）

0
（1）

1
（7）

1
（12）

16
（49）

109
（317）

15
（59）

17
（47）

157
（472）

●平成30年3月赤磐市内交通事故発生状況〈概数〉 （赤磐警察署調べ）
総件数 人身件数 死亡者数 重傷者数 軽傷者数 物損件数

30年3月中 96 8 1 1 6 88 
29年3月中 100 8   0 0 8 92 
増 減 -4 0 1 1 -2 -4 
30年3月末 278 26 2 6 30 252 
29年3月末 296 33 0 3 33 260 
増 減 -18 -7 2 3 -3 -8 

あかいわ健康・急病
相 談 ダ イ ヤ ル

 経験豊富な看護師・保健師などが健康に
関する相談に、24時間年中無休で、きめ
細かくアドバイスします。
※	プライバシーは厳守されるシステムになってい
ますので、安心してご相談ください。
※	携帯電話、PHSからの通話は可能ですが、非通
知設定の電話、公衆電話からの相談は受けるこ
とができませんのでご注意ください。

●この電話健康相談に関する問い合わせ先
　本庁健康増進課 ☎955-1117

●5月の休日当番医 （窓口受付 9:00～17:00）

3日㈭
片山医院 ☎０８６-２２９-２１６６
間阪内科 ☎０８６-９５２-１７１７

4日㈮
山陽クリニック ☎９５５-７１１１
さくら整形クリニック ☎９９５-９７２０

5日㈯
桜井内科 ☎９５７-３０１２
那須眼科 ☎９５５-８９８０

6日㈰
あかいわファミリークリニック ☎９５５-９２５１
佐伯北診療所 ☎９５４-２０３２

13日㈰
小坂内科医院 ☎９５５-３３４４
ひらた整形外科 ☎９５６-０７００

20日㈰
こやま小児科 ☎９５8-５０５６
吉井医院 ☎955-5515

27日㈰
熊山診療所 ☎９９５-１２５１
吉井外科内科クリニック ☎０８６-９５２-３３３１

※■は公益社団法人赤磐医師会管内の岡山市東区瀬戸町地域の医療機関です。
　当番医については4月6日現在です。受診する場合は、あらかじめ確認してください。
<問い合わせ先> 本庁健康増進課 ☎955-1117

見つけたよ　あなたの良い所　また一つ

人として　守れて当然　交通ルール

今 月 の 標 語
人権啓発

交　通

０
（ フ リ ー ダ イ ヤ ル ）

１２０-１
い い わ

１８-３
み よ う よ

８４

●5月の税を期限内に納めましょう
固 定 資 産 税 1期
軽 自 動 車 税 全期

※期限は5月31日まで

●今月の相談 （相談は無料で秘密は堅く守られます）

相談内容 日　　　時 場　　　所 問い合わせ先

消費生活相談 月曜日～金曜日（祝祭日除く）
午前9時～午後4時

本庁2階
消費生活センター

消費生活センター
☎955-4783

無料法律 ※要予約
　岡山弁護士会所属弁護士
　奥田 哲也 ・ 賀川 進太郎

5月11日㈮
午後1時～4時

桜が丘いきいき交流センター
講座室

本庁協働推進課
人権・協働推進班
☎955-1114

巡回無料法律 ※要予約
　岡山弁護士会所属弁護士
　加頼野 忠吉

5月15日㈫
午前10時～午後3時

吉井会館
視聴覚資料室

吉井支所市民生活課
☎954-1183

なやみごと（人権）
　相談員…人権擁護委員

行政
　相談員…行政相談委員

5月9日㈬
午後1時～4時

山陽産業会館2階
ふるさと交流室

本庁協働推進課 
人権・協働推進班
☎955-1114

5月10日㈭
午後1時～3時

吉井会館
農事実習室

吉井支所市民生活課
☎954-1183

LIFECALENDER
ライフ・カレンダー
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●5月の健診・定期救急講習など
1 火 　

2 水 ㊡桜が丘いきいき交流センター、桜が丘出張所

3 木 ㊡山陽郷土資料館、桜が丘出張所

4 金 ㊡山陽郷土資料館、桜が丘出張所

5 土 ㊡山陽郷土資料館、桜が丘出張所

6 日 　

7 月 ㊡郷土資料館

8 火 1歳6か月児健診

9 水 ㊡桜が丘いきいき交流センター、桜が丘出張所

10 木 ★交通安全日 ★交通事故・交通違反ゼロの日

11 金 ★犯罪ゼロの日

12 土 ㊡桜が丘出張所

13 日 　

14 月 ㊡山陽郷土資料館

15 火 3歳児健診

16 水 ㊡桜が丘いきいき交流センター、桜が丘出張所

17 木 　

18 金 　

19 土 ㊡桜が丘出張所

20 日 ★交通事故・交通違反ゼロの日

21 月 ㊡山陽郷土資料館

22 火 　

23 水 2歳6か月児歯科健診
㊡桜が丘いきいき交流センター、桜が丘出張所

24 木 　

25 金 育児相談
★交通安全日

26 土 ㊡桜が丘出張所

27 日 定期救急講習（赤磐市消防署東出張所会議室）9:00～12:00

28 月 ㊡山陽郷土資料館

29 火 乳児健診

30 水 ㊡桜が丘いきいき交流センター、桜が丘出張所
★交通事故・交通違反ゼロの日

31 木 　

●乳幼児健診・育児相談の日程
＜乳幼児健診＞
持ち物は、対象者へ送付する「健診のご案内」をご確認ください。
▶場所…山陽保健センター ▶受付時間…12：45～13：15

健診・受診日 対　象　者

乳児健診
5月29日㈫ 平成30年1月生まれ

1歳6か月児健診
5月8日㈫

平成28年10月1日
～10月21日生まれ

2歳6か月児歯科健診
5月23日㈬ 平成27年11月生まれ

3歳児健診
5月15日㈫ 平成26年11月生まれ

<育児相談＞
母子健康手帳をご持参ください。

相談日・受付時間・場所 対　象　者

5月25日㈮
9：45～10：30
山陽保健センター

平成29年7月生まれ・
平成29年10月生まれ
および希望者

　平成30年の健診日程・対象者などについては、市
ホームページや市内保育園、幼稚園、子育て支援セン
ターでご確認いただけます。
　また、平成30年度子どものけんこうカレンダーは、
本庁健康増進課および各支所健康福祉課にあります
ので、ご利用ください。

熊 山 英 国 庭 園
　 英 国 庭 園 で は 、約
8 0 0 本 の バラが ６ 月
初 旬 に 見ごろを 迎え
ます。多年草やハーブ
なども 楽し める 園 内
に 併 設 する 農 カフェ
“AKAiiWA”でコーヒーを飲みながらゆったりとし
た時間を過してみませんか？
　また、５月３日㈭～５日㈯には、熊山英国庭園
スプリングフェスタ2018を開催します。新設の体
験棟では、アロマ体験などが楽しめるほか、この
体験棟を使ってイベント企画を行う事業者や個
人を募集しています。詳しくはお問い合わせくだ
さい。
■問い合わせ先／熊山支所産業建設課  ☎ 995-1217

施 紹 介設観 光

■次回健診日程
・乳児健診………………6月29日㈮、7月31日㈫
・ 1歳6か月児健診………6月5日㈫、7月10日㈫
・2歳6か月児歯科健診…6月6日㈬、7月4日㈬
・3歳児健診………………6月12日㈫、7月13日㈮
・育児相談（山陽保健センター）…6月22日㈮、7月24日㈫
・育児相談（吉井保健センター）…7月30日㈪

LIFECALENDER
ライフ・カレンダー
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第
38
回
２
０
１
８
全
日
本

綱
引
選
手
権
大
会
（
東
京
）

•
小
泉　

辰
夫
（
山
陽
５
）

•
小
泉　

雄
耶
（
山
陽
５
）

第
29
回
都
道
府
県
対
抗
全
日
本
中
学
生

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会
（
三
重
県
）

•
高
陽
中
学
校
３
年

　

光
岡　
　

俊
（
五
日
市
）

•
赤
坂
中
学
校
２
年

　

奥
田　

叶
汰
（
町
苅
田
）

第
３
回
全
国
ミ
ズ
ノ
カ
ッ
プ
ジ
ュ
ニ
ア
選
抜

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
選
手
権
大
会
（
三
重
県
）

•
高
陽
中
学
校
３
年

　

小
竹　

雄
翔
（
沼
田
）

　

井
本　

海
希
（
下
市
）

　

岡
﨑　
　

翔
（
穂
崎
）

　

光
岡　
　

俊
（
五
日
市
）

　

本
橋　

知
玖
（
下
仁
保
）

　

岩
本　

隆
汰
（
中
島
）

第
４
回
赤
磐
市
体
育
協
会
長
杯

ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
大
会

■
開
催
日
／
２
月
24
日

■
場
所
／
山
陽
ふ
れ
あ
い
公
園

■
参
加
人
数
／
29
人

■
結
果

•
優
勝
…
森
内　

新
一
（
周
匝
）

•
準
優
勝
…
久
道　

栄
一
（
上
市
）

全
国
大
会
出
場

※ 

全
国
大
会
出
場
の
紹
介
は
、
本
人
の
申
し

出
に
よ
り
掲
載
し
て
い
ま
す
。〈
敬
称
略
〉

結
　
果

春
季
赤
磐
市

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
講
習
会

■
日
時
／
５
月
13
日
㈰

　

受
付
…
午
前
９
時
〜

•
学
生
の
部
…
午
前
９
時
〜
正
午

•
一
般
の
部
…
午
後
１
時
〜
４
時

■
場
所
／
山
陽
ふ
れ
あ
い
公
園

■
講
師
／
田
中
信
雄
（
日
本
体
育

協
会
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
指
導
員
・

ジ
ュ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ
指
導
員
）

■
対
象
／
市
内
在
住
・
在
勤
者

■
参
加
費
／
学
生
…
７
０
０
円

　

一
般
…
１
５
０
０
円

■
申
込
期
限
／
５
月
11
日
㈮

■
主
催
／
赤
磐
市
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

協
会

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先
／
福
田

　

☎・FAX（
９
５
５
）５
７
９
７

第
30
回
赤
磐
市
体
育
協
会
長
杯

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

■
日
時
／
５
月
27
日
㈰

■
場
所
／
山
陽
ふ
れ
あ
い
公
園

■
種
目

•
ダ
ブ
ル
ス
…
男
子
Ａ
級
、
Ｂ
級
、

Ｃ
級
、
女
子
Ａ
級
、
Ｂ
級
、
Ｃ

級
、
男
女
Ｄ
級
（
初
心
者
）

•
シ
ン
グ
ル
ス
…
男
子
の
部
、
女

子
の
部

■
対
象
／
市
内
在
住
・
在
勤
者

　
（
詳
し
く
は
福
田
ま
で
）

■
参
加
費
／
①
市
内
在
住
・
在
勤

者
千
円
、
②
市
外
在
住
・
在
勤

者
１
５
０
０
円
、
③
中
学
生
以

下
は
①
、
②
の
半
額

募
　
集

■
申
込
期
限
／
５
月
14
日
㈪

■
主
催
／
赤
磐
市
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

協
会

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先
／
福
田

　

☎・FAX（
９
５
５
）５
７
９
７

２
０
１
８
赤
磐
市
体
育
協
会
・
ベ
ア
ー
ズ

テ
ニ
ス
大
会
（
ミ
ッ
ク
ス
ダ
ブ
ル
ス
）

■
日
時
／
６
月
３
日
㈰

　
（
雨
天
時
は
10
日
㈰
）

■
場
所
／
熊
山
運
動
公
園
テ
ニ
ス

コ
ー
ト

■
対
象
／
市
内
在
住
・
在
勤
ま
た

は
、
市
内
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ
に
所

属
し
て
い
る
人
（
ペ
ア
の
ど
ち

ら
か
一
人
で
も
可
）

■
参
加
費
／
１
組
２
千
円

■
申
込
期
限
／
５
月
20
日
㈰

■
主
催
／
赤
磐
市
テ
ニ
ス
協
会

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

•
ベ
ア
ー
ズ　

岡
部

　

☎
０
９
０（
７
１
３
９
）６
５
８
５

　

FAX（
９
５
５
）５
５
３
４

　

ata-bears21-next2011@
docom

o.ne.jp

■5月のスケジュール�（○=プール一般開放）�� ※5月30日㈬は、チャレンジデー！ 無料開放します。

時間帯
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31

火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木

山　

陽

10:00-20:30 休
館
日

○ 休
館
日

○ ○ ○ ○ 休
館
日

○ ○ ○ ○ 休
館
日

○ ○ ○ ○ 休
館
日

○ ○
13:00-20:30 ○ ○ ○ ○
10:00-16:30 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

吉　

井

10:00-12:00 休
館
日

○ ○ ○ ○ ○ 休
館
日

○ ○ ○ ○ ○ ○ 休
館
日

○ ○ ○ ○ ○ ○ 休
館
日

○ ○ ○ ○ ○ ○ 休
館
日

○ ○ ○
14:00-16:00 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
18:30-20:30 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

＜スポーツ施設利用案内＞ 
山陽ふれあい公園 ■開館時間／午前9時～午後9時（日曜日・祝日 午後5時）　　■問い合わせ先／☎955-4432　

■利用料金／◦ プール…高校生以上400円、中学生以下200円　◦ トレーニングルーム…300円

吉 井 B & G
海 洋 セ ン タ ー

■開館時間／午前9時～午後9時（日曜日・祝日 午後5時）　　■問い合わせ先／☎954-2323
■利用料金／◦プール…高校生以上200円、中学生以下100円　◦トレーニングルーム…200円

グラウンド・ゴルフ場 ■開館時間／午前8時30分～午後6時30分（夏季） 〈休業日：月曜日〉　　■問い合わせ先／☎955-6657
■利用料金／◦市内の人…300円／日、10,000円／年　◦市外の人…500円／日、15,000円／年

市内で開催された大会の結果、イベントの参加者募集告知、
全国大会の出場者などをお知らせします。

詳細や不明な点などは左記までお問い合わせください。

S P O R T S  I N F O R M A T I O N

スポーツ大会・イベントの情報教育委員会スポーツ振興課
（中央公民館2階）

☎955-0738／FAX955-6060
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5月からでも参加できる教室の紹介です。参加を希望する人は、事前に申し込みが必要です（先着順）。

山陽ふれあい公園 ～運動教室参加者募集～ ｜ ☎955-4432

教　室　名 曜日 時　　間 定員 内　　　　容

コーディネーショントレーニング（4歳～小2） ◎ 4/29 10:00～11:00 15人 運動神経をよくする能力をゲーム感覚で楽しく行います。
参加費1,000円　※事前の予約が必要です。

ダンス教室（小3～小6） ◎ 火 17:45～18:45 15人 音楽に合わせてみんなと楽しく踊ります。

子どもリトミックベビー（0～3歳） ◎ 金 10:00～11:00 10人 音楽を楽しみながら、情操教育を行います。

ＳＬＯＷピラティス① 火 9:10～ 9:55 15人 呼吸を意識して姿勢改善し、からだのゆがみを矯正。

脂肪燃焼エクササイズ 火 11:10～12:00 15人 有酸素運動と筋コンディショニングで脂肪燃焼。

太極拳 火 15:10～16:10 15人 太極拳の型を重視し筋力の柔軟性を養います。

ボディパンプ 火 19:30～20:30 20人 楽しく筋トレ。シェイプアップ。

ダンス教室（中学生～高校生） ★ 火 19:00～20:30 15人 中学生・高校生が対象のダンス教室です。

わくわくエアロ 水 10:15～10:55 15人 音楽に合わせて無理なくからだを動かします。

やさしい筋調整ヨガ 水 11:00～12:00 15人 柔軟性・筋力を高めバランスのよいからだに導きます。

ヨガ（エクササイズ） 水 13:45～14:45 15人 体幹を引き締める効果もある教室です。

ストレッチ 木 9:15～ 9:45 15人 リラックス＆柔軟性アップ。

はじめてエアロ 木 10:00～10:40 15人 簡単なステップを中心にシェイプアップ。

元気はつらつトレーニング 木 11:00～12:00 15人 楽しく、無理なく運動して、健康で長生き。

太極拳　入門 木 14:15～15:15 10人 太極拳を始めてみたい人におすすめ。

ヨガ（リフレッシュ） 金 18:45～19:45 15人 リラックスしながらヨガを。

ヨガ瞑想 土 9:15～10:15 15人 運動・呼吸・瞑想・香りの効果でリラックス。

アクアビクス ★ 火 14:15～14:45 15人 プールの中で音楽に合わせて楽しく動けます。

お試し3種 水 10:15～10:45 10人 クロール以外の泳法をマスター。

アクアウォーキング 水 13:15～13:45 15人 プールの中で楽しく歩きます。

はじめてクロール 水 14:30～15:00 10人 クロールをマスターしたい人におすすめ。

スイム中級 木 19:00～19:40 10人 クロール・背泳ぎ・平泳ぎを中心にレッスン。

アクアビクス 金 10:15～10:45 15人 プールの中で音楽に合わせて楽しく動けます。
◎…子ども向け教室（それ以外は大人〈16歳以上〉向け教室）　★…４月からの新教室　 ※教室の日程・内容などは都合により変更することがあります。

教　室　名 曜日 時　　間 定員 内　　　　容

水泳教室1・2年生 ◎ 水 18:00～19:20 20人 レベルに合わせて、正しい泳ぎが身に付きます。

水泳教室3・4年生 ◎ 金 18:00～19:20 20人 泳力に合わせ練習し、正しい泳法を身に付け、25㍍泳げることを目指します。

水泳教室5・6年生・中学生 ◎ 水・金 19:30～20:20 20人 泳力に合わせグループ分けし、タイムアップを目指します。4泳法も指導します。

水中ウォーキング 火･土 11:00～11:50 20人 水の浮力や水圧を利用することで、筋力、体力向上、引き締め効果が期待できます。

アクアビクス 第1・3木 11:20～11:50 20人 音楽に合わせ水中で体を動かし、全身を鍛えることができます。

太極拳 第2･4火 19:30～20:50 20人 太極拳の型を重視し、筋力の柔軟性、からだのバランスを養います。

ノルディックウォーク 第1・3木 10:20～11:00 20人 ポールを使った歩行運動。効果的な有酸素運動ができます。

ヨガ 木 20:00～20:50 20人 ヨガの正しいポーズや呼吸で、からだの調整を図ります。

ズンバ・B.コンディション 金 19:30～20:50 20人 ラテンの音楽に合わせダンスするエクササイズです。
◎…子ども向け教室（それ以外は大人〈16歳以上〉向け教室）　 ※教室の日程・内容などは都合により変更することがあります。

初めてでも気軽に参加できます。自然あふれる吉井Ｂ＆Ｇ海洋センターで、一緒に楽しくからだを動かしてみませんか。

吉井Ｂ＆Ｇ海洋センター ～スポーツ教室参加者募集～ ｜ ☎954-2323

各スポーツ施設で開催している教室などをピックアップしてご紹介します。
この他にもたくさんの教室があります。
下記の各施設連絡先までお気軽にお問い合わせください。

S P O R T S  I N F O R M A T I O N

ス ポ ー ツ 教 室・講 座 の 紹 介
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■ 

講
師
／
三
宅
弘
裕
さ
ん
（
和
菓

子
職
人
）

■ 

対
象
／
一
般

■ 

定
員
／
15
人

■ 

参
加
費
／
千
円

■ 

持
ち
物
／
エ
プ
ロ
ン
、
三
角

巾
、
タ
オ
ル
、
容
器

■ 

申
込
開
始
日
／
５
月
19
日
㈯

５
月
思
い
出
作
り
教
室

～
元
気
に
友
達
と
遊
ぼ
う
～

　

あ
い
さ
つ
・
は
き
も
の
は
く
つ

箱
に
・
遊
ん
だ
後
は
片
付
け
て
、

一
人
ひ
と
り
が
守
っ
て
楽
し
い

思
い
出
を
作
り
ま
し
ょ
う
！

■ 

日
時
／
５
月
２
日
㈬
〜
31
日
㈭ 

午
後
４
時
〜
５
時

※ 

火
曜
日
、
日
曜
日
、
祝
日
は
教

室
を
み
ま
す
。

■ 

対
象
／
幼
児
、
小
学
校
、
一
般

■ 

定
員
／
な
し

■ 

参
加
費
／
無
料

■ 

申
し
込
み
／
不
要
（
期
間
中
何

回
で
も
利
用
で
き
ま
す
）

思
い
出
作
り
ア
ー
ト
教
室
①

　

べ
ん
が
ら
染
め
を
楽
し
み
ま

し
ょ
う
。

■ 

日
時
／
５
月
17
日
㈭ 

　

午
前
９
時
〜
11
時
30
分

■ 
対
象
／
一
般

西
山
公
民
館

■ 

定
員
／
10
人

■ 

参
加
費
／
５
０
０
円

■ 

持
ち
物
／
染
め
た
い
も
の
を

準
備
し
て
く
だ
さ
い
。

※
詳
細
は
申
し
込
み
時

■ 

申
込
開
始
日
／
５
月
２
日
㈬

※ 

５
月
３
日
㈭
〜
６
日
㈰
は
受

け
付
け
で
き
ま
せ
ん
。

３
Ｂ
体
操
体
験
教
室

　

３
Ｂ
体
操
は
用
具
を
使
っ
て

誰
で
も
で
き
る
楽
し
い
体
操
で

す
。
仲
間
づ
く
り
や
健
康
寿
命
を

の
ば
す
た
め
に
、
ぜ
ひ
体
験
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

■ 

日
時
／
①
５
月
17
日
㈭ 

午
後

７
時
30
分
〜
９
時 

②
５
月
19

日
㈯ 

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

■ 

定
員
／
10
人

■ 

参
加
費
／
無
料

■ 

持
ち
物
／
運
動
の
で
き
る
服

装
、
飲
み
物
、
タ
オ
ル

■ 

申
込
開
始
日
／
５
月
２
日
㈬

　

①
②
の
両
方
で
も
、
ど
ち
ら
か

で
も
ご
都
合
の
よ
い
日
に
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

自
然
観
察
講
座

　

国
の
重
要
文
化
財
で
現
存
天

守
を
持
つ
山
城
と
し
て
は
最
も

高
い
所
に
あ
る
松
山
城
。
季
節
の

自
然
と
山
城
か
ら
の
眺
め
を
味

わ
い
ま
し
ょ
う
。

■ 

日
時
／
５
月
23
日
㈬ 

チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
に
参
加
し
よ
う
！

　

公
民
館
で
健
康
ス
ポ
ー
ツ
を

満
喫
し
ま
し
ょ
う
。

■ 

日
時
／
５
月
30
日
㈬ 

　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

■ 

場
所
／
市
内
各
公
民
館

■ 

対
象
／
幼
児
〜
一
般

■ 

参
加
費
／
無
料

■ 

申
し
込
み
／
不
要

中
央
公
民
館
グ
ル
ー
プ
体
験
講
座

「
劇
団
お
ひ
さ
ま
」
稚
媛
物
語
を�

一緒
に
創
ろ
う

　
両
宮
山
古
墳
に
ま
つ
わ
る
「
稚

媛
伝
説
」。一
緒
に
演
じ
て
み
ま
せ

ん
か
。
11
月
の
中
央
公
民
館
ま
つ

り
で
舞
台
に
立
ち
ま
し
ょ
う
！

■ 

日
時
／
５
月
26
日
㈯
〜
11
月

ま
で
毎
月
第
２
、
第
４
土
曜
日

■ 

対
象
／
小
学
５
年
生
〜
一
般

■ 

定
員
／
10
人

■ 

参
加
費
／
無
料

■ 

申
込
開
始
日
／
５
月
１
日
㈫

中
央
公
民
館
グ
ル
ー
プ
体
験
講
座

「
ペ
ン
習
字
」

　

文
字
に
は
形
が
あ
り
ま
す
。
住

所
・
氏
名
・
の
し
紙
な
ど
実
用
的

各

公

民

館

中
央
公
民
館

な
文
字
が
バ
ラ
ン
ス
よ
く
書
け

る
よ
う
講
習
し
ま
す
。

■ 

日
時
／
５
月
26
日
㈯ 

　

午
後
３
時
30
分
〜
５
時

■ 

講
師
／
田
中
更
悠

■ 

対
象
／
一
般

■ 

定
員
／
20
人

■ 

参
加
費
／
無
料

■ 

持
ち
物
／
筆
記
用
具
（
え
ん
ぴ

つ
・
筆
ペ
ン
な
ど
）

■ 

申
込
開
始
日
／
５
月
11
日
㈮

春
の
ス
ケ
ッ
チ
体
験
講
座

　

春
の
野
の
、
季
節
感
を
描
い
て

み
ま
せ
ん
か
。

※
バ
ス
で
移
動
し
ま
す
。

■ 

日
時
／
５
月
７
日
㈪ 

　

午
前
９
時
〜
午
後
３
時
30
分

■ 

講
師
／
三
村　

勉
さ
ん

■ 

対
象
／
一
般

■ 
定
員
／
20
人

■ 
参
加
費
／
３
０
０
円

■ 

持
ち
物
／
昼
食
、
飲
み
物
、
ス

ケ
ッ
チ
画
材

■ 

申
込
開
始
日
／
５
月
１
日
㈫

和
菓
子
作
り
講
座

　

さ
ま
ざ
ま
な
和
菓
子
作
り
を

楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

■ 

日
時
／
６
月
２
日
㈯ 

　

午
前
10
時
〜
午
後
１
時

高
月
公
民
館

■各公民館の住所・問い合わせ先
　○中央公民館 （下市337 ／ ☎955-0069）
　○西山公民館 （西中220-1 ／ ☎955-0777）
　○赤坂公民館 （町苅田507 ／ ☎957-2211）
　○熊山公民館 （松木623 ／ ☎995-1360）

○高月公民館 （穂崎848-1 ／ ☎086-229-9777）
○山陽公民館 （山陽1-10 ／ ☎955-9777）
○笹岡公民館 （坂辺9 ／ ☎957-2214）
○吉井公民館 （周匝136-1 ／ ☎954-1379）

※講座の受け付けは、各館とも午前9時からです。　 ※定員のあるものは、定員になり次第締め切ります。　　　 
※この公民館情報は、市ホームページ（http://www.city.akaiwa.lg.jp/index.html）でもご覧いただけます。

公 民 館 講 座 のご案 内
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午
前
９
時
〜
午
後
５
時

■ 

定
員
／
21
人

■ 
参
加
費
／
千
円

■ 
申
込
開
始
日
／
５
月
12
日
㈯ 

午
前
９
時
か
ら
窓
口
の
み
で

受
付
。
定
員
を
超
え
た
場
合
は

午
前
９
時
15
分
か
ら
抽
選
。

そ
ば
亭
「
や
よ
い
」
開
店
し
ま
す
。

　
「
そ
ば
打
ち
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」

に
よ
る
「
そ
ば
亭
」
で
す
。
今
回

は
、「
つ
け
麺
」
を
提
供
し
ま
す
。

ご
来
店
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■ 

日
時
／
５
月
18
日
㈮ 

　

午
前
11
時
30
分
〜
午
後
１
時

■ 

定
員
／
40
人

■ 

参
加
費
／
そ
ば
４
０
０
円
（
限

定
40
食
）

■ 

申
込
開
始
日
／
５
月
１
日
㈫

倉
敷
往
来
と
道
中
文
化
財
探
訪
⑥

　
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
」
の
日
に

文
化
財
を
巡
り
な
が
ら
、
ウ
オ
ー

キ
ン
グ
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。
赤

坂
地
域
か
ら
吉
井
方
面
の
コ
ー

ス
で
実
施
し
ま
す
。

■ 

日
時
／
５
月
30
日
㈬ 

　

午
前
９
時
〜
午
後
２
時
ご
ろ

※
雨
天
中
止

■ 

集
合
場
所
／
公
民
館
玄
関
前

■ 

講
師
／
高
畑
富
子
さ
ん

山
陽
公
民
館

■ 

定
員
／
25
人

■ 

参
加
費
／
無
料

■ 

持
ち
物
／
軽
食
、
飲
み
物
、
タ

オ
ル
、
帽
子
、
履
き
な
れ
た
靴

■ 

申
込
開
始
日
／
５
月
１
日
㈫

や
さ
し
い
マ
ジ
ッ
ク
教
室（
全
４
回
）

　

身
の
回
り
に
あ
る
日
用
品
を

使
っ
た
や
さ
し
い
マ
ジ
ッ
ク
を

楽
し
み
ま
せ
ん
か
？

■
日
時
・
内
容

︿
第
１
回
﹀
手
品
ス
タ
ー
ト
、ち
え

の
和
ス
ト
ロ
ー
、
か
ん
た
ん
ペ
ア

カ
ー
ド
、
ビ
ジ
ュ
ア
ル
ク
リ
ッ
プ

◦ 

日
時
／
６
月
８
日
㈮ 

　

午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

◦ 

持
ち
物
／
は
さ
み
、
水
性
ペ
ン

（
黄
）
１
本
、
ス
ト
ロ
ー
２
本
、

ト
ラ
ン
プ
１
組

︿
第
２
回
﹀お
札
の
穴
が
復
活
、ピ

ク
ニ
ッ
ク
、
新
聞
フ
ラ
ワ
ー

◦ 

日
時
／
６
月
29
日
㈮ 

　

午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

◦ 

持
ち
物
／
千
円
札
１
枚
、
鉛
筆

１
本
、
ト
ラ
ン
プ
１
組
、
新
聞

紙
１
部
、
の
り
、
花
１
本

︿
第
３
回
﹀
ま
る
わ
か
り
、
カ
ー

ド
ね
ら
い
、
お
札
は
ど
こ

◦ 

日
時
／
７
月
13
日
㈮ 

　

午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

◦ 

持
ち
物
／
水
性
ペ
ン
（
黒
）
１

本
、
Ａ
４
サ
イ
ズ
画
用
紙
１
枚
、

ト
ラ
ン
プ
１
組
、
千
円
札
１
枚

︿
第
４
回
﹀ロ
ー
プ
と
リ
ン
グ
、絵

札
は
ど
れ
？
、モ
ン
キ
ー
ル
ー
プ

◦ 

日
時
／
７
月
27
日
㈮ 

　

午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

◦ 

持
ち
物
／
ロ
ー
プ
1.2
ｍ
、
リ
ン

グ
、
両
面
テ
ー
プ
、
定
規
、
ハ
サ
ミ

◦ 

講
師
／
倉
藤
孝
之
さ
ん

◦ 

対
象
／
一
般

◦ 

定
員
／
15
人

◦ 

参
加
費
／
千
円
（
全
４
回
）

◦ 

申
込
開
始
日
／
５
月
14
日
㈪

戦
国
歴
史
講
座　
第
６
弾

「
赤
磐
市
の
城
・
岡
山
県
の
城
」

　

岡
山
の
勇
将
宇
喜
多
直
家
に

関
す
る
城
を
テ
ー
マ
に
話
し
合

い
ま
し
ょ
う
。

■ 

日
時
／
５
月
22
日
㈫ 

　

午
前
10
時
〜
正
午

■ 

講
師
／
塚
田
克
仁
さ
ん

■ 

定
員
／
30
人

■ 

参
加
費
／
１
０
０
円

■ 

申
込
開
始
日
／
５
月
１
日
㈫

ダ
イ
エ
ッ
ト
ボ
ク
シ
ン
グ
体
験
講
座

　

ボ
ク
シ
ン
グ
ス
タ
イ
ル
の
エ

ク
サ
サ
イ
ズ
で
す
。
気
楽
に
体
験

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

■ 

日
時
／
５
月
８
日
㈫
、
15
日
㈫
、

22
日
㈫ 

午
後
７
時
30
分
〜
９
時

■ 

講
師
／
藤
原
力
也
さ
ん

■ 

対
象
／
一
般

■ 

定
員
／
各
日
５
人

■ 

参
加
費
／
無
料（
１
人
１
回
の
み
）

■ 

持
ち
物
／
タ
オ
ル
、飲
み
物
、上

靴
、あ
れ
ば
ヨ
ガ
マ
ッ
ト
（
バ
ス

タ
オ
ル
可
）、
運
動
で
き
る
服
装

■ 

申
込
開
始
日
／
５
月
１
日
㈫

美
わ
く
わ
く
カ
レ
ッ
ジ

（
全
３
回
／
１
回
ご
と
の
受
付
）

　

皆
さ
ん
で
「
美
」
を
楽
し
み
ま

し
ょ
う
。

■
日
時
・
内
容
な
ど

︿
第
１
回
﹀天
然
酵
母
の
全
粒
粉
パ
ン

◦ 

日
時
／
６
月
５
日
㈫ 

　

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
１
時

◦ 

講
師
／
松
田
敬
子
さ
ん

◦ 

定
員
／
10
人

◦ 

参
加
費
／
５
０
０
円

◦ 

持
ち
物
／
エ
プ
ロ
ン
・
マ
ス

ク
、
三
角
巾
・
手
拭
き
・
ふ
き

ん
数
枚
、
持
ち
帰
り
用
紙
袋

︿
第
２
回
﹀プ
リ
ザ
ー
ブ
ド
フ
ラ
ワ
ー

◦ 

日
時
／
６
月
14
日
㈭ 

　

午
前
10
時
〜
正
午

◦ 

講
師
／
鶴
見
百
代
さ
ん

◦ 

定
員
／
15
人

◦ 

参
加
費
／
１
５
０
０
円

◦ 

持
ち
物
／
ハ
サ
ミ
、（
お
持
ち

の
場
合
は
、
グ
ル
ー
ガ
ン
）

︿
第
３
回
﹀美
し
い
髪
を
保
つ
秘
訣

◦ 

日
時
／
６
月
25
日
㈪ 

　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

◦ 

講
師
／
近
藤　

力
さ
ん

◦ 

定
員
／
15
人

◦ 
参
加
費
／
１
０
０
円

◦ 
持
ち
物
／
筆
記
用
具

■ 
対
象
／
一
般

■ 

申
込
開
始
日
／
５
月
14
日
㈪

無
料
観
望
会
（
竜
天
天
文
台
）

　

金
星
や
一
等
星
な
ど
が
輝
く
、

夜
空
の
観
察
に
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

■ 

日
時
／
５
月
５
日
㈯ 

　

午
後
７
時
〜
10
時

※
曇
天
中
止

■ 

場
所
／
竜
天
天
文
台
公
園

■ 

対
象
／
一
般

■ 

参
加
費
／
無
料

■ 

持
ち
物
／
防
寒
具

■ 

申
し
込
み
／
不
要

天
文
教
室
（
全
３
回
）

竜
天
天
文
台
で
星
や
宇
宙
に
つ
い
て

学
び
ま
し
ょ
う
！

■ 

日
時
／
５
月
20
日
㈰
、
11
月
11

日
㈰
、
平
成
31
年
３
月
17
日
㈰ 

各
回
午
後
７
時
〜
８
時

※ 

曇
天
な
ど
で
観
測
で
き
な
い

場
合
も
開
催
し
ま
す
。

■ 

場
所
／
竜
天
天
文
台
公
園

■ 

講
師
／
辰
巳
直
人
（
天
文
台
指

導
員
）

■ 

対
象
／
小
学
３
年
生
〜
一
般

■ 

定
員
／
各
回
20
人

■ 

参
加
費
／
各
回
１
０
０
円

■ 

持
ち
物
／
筆
記
用
具

■ 

申
込
開
始
日
／
４
月
23
日
㈪

か
ら
受
付
中

吉
井
公
民
館

公 民 館 講 座 のご案 内
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読
者
の

広
場
　
このコーナーでは
皆さんからの投稿を
お待ちしています。
7月号は5月24日㈭が
記事の締め切りです。

㉄
秘
書
企
画
課
☎（
9
5
5
）4
7
7
0

赤磐市マスコットキャラクター
あかいわモモちゃん

　

上
方
落
語
協
会
所
属
の
落
語
家
で
、
テ
レ

ビ
や
ラ
ジ
オ
な
ど
で
活
動
す
る「
露
の
団
姫
」

さ
ん
を
迎
え
、
供
養
祭
を
行
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、

お
越
し
く
だ
さ
い
。

■ 

日
時
／
４
月
29
日
㈰  

　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
２
時

■ 

場
所
／
小
川
山
自
性
院
（
沢
原
１
２
０
８
）

■ 

内
容
／
く
じ
付
き
煎
餅
・
記
念
品
配
布
（
先
着

２
０
０
人
）、
日
野
富
子
追
善
供
養
法
要
、
も
ち

つ
き
、「
露
の
団
姫
」
独
演
会
、
抽
選
会　

な
ど

■ 

主
催
／
日
野
富
子
供
養
祭
実
行
委
員
会

■
問
い
合
わ
せ
先

◦ 

小
川
山
自
性
院

　

☎（
９
９
５
）１
５
４
１

日
野
富
子
供
養
祭

催し

　

市
内
出
身
で
赤
磐
市
か
ら
初
の
市
長

特
別
奨
励
賞
を
受
賞
し
た
バ
イ
オ
リ
ニ

ス
ト
福
田
廉
之
介
さ
ん
が
出
演
し
ま
す
。

■
日
時
／
５
月
27
日
㈰  

午
後
３
時
～

（
開
場
…
午
後
２
時
）

■
場
所
／
岡
山
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル

■ 

曲
目
／
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
協
奏
曲
ニ
長
調
作
品
35
（
チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー
）
ほ
か

■ 

入
場
料
／
Ｓ
席
５
千
円
、
Ａ
席
４
千
円
、
Ｂ
席
３
千
円
、
Ｂ
席

ユ
ー
ス
（
19
歳
以
下
）
千
円

■
問
い
合
わ
せ
先

◦ 

岡
山
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル
チ
ケ
ッ
ト
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
８
６（
２
３
４
）２
０
１
０

◦ 

山
陽
こ
だ
ま
楽
器

　

☎（
９
５
５
）１
２
８
９

岡
山
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ッ
ク
管
弦
楽
団

第
56
回
定
期
演
奏
会

催し

　

１
月
14
日
に
西
山
公
民
館

で
山
陽
ラ
テ
ン
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

コ
ン
サ
ー
ト
を
行
い
、
多
く

の
皆
さ
ん
に
ご
来
場
い
た
だ

き
ま
し
た
。
会
場
で
の
募
金

５
万
７
２
８
０
円
は
、
赤
磐
市

社
会
福
祉
協
議
会
へ
全
額
寄
付

し
、
こ
れ
ま
で
の
合
計
金
額
は

１
６
８
万
９
３
２
０
円
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
も
皆

さ
ん
の
お
か
げ
と
ス
タ
ッ
フ
一
同
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

◦ 

山
陽
ラ
テ
ン
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
実
行

委
員
会　

河
田

　

☎
０
９
０（
３
７
４
６
）３
６
８
５

山
陽
ラ
テ
ン
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

コ
ン
サ
ー
ト
の
お
礼
と
報
告

投稿

　

影
絵
２
作
品
と
人
形

劇
１
作
品
を
上
演
し
ま

す
。
影
絵
は
ジ
ャ
ワ
島

出
身
者
が
伝
統
ス
タ
イ

ル
で
演
じ
ま
す
。
音
楽

は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の

ガ
ム
ラ
ン
楽
器
で
生
演

奏
し
ま
す
。

ジ
ャ
ワ
島
の
影
絵
芝
居
と
ガ
ム
ラ
ン
音
楽

「
き
ん
ぎ
ょ
が
に
げ
た
」

催し

■
日
時
／
５
月
13
日
㈰  

午
前
11
時
～
11
時
50
分

　
（
開
場
…
午
前
10
時
40
分
）

■
場
所
／
中
央
図
書
館
多
目
的
ホ
ー
ル

■
参
加
費
／
一
般
（
４
歳
以
上
）
１
２
０
０
円

　
　
　
　
　

当
日
１
５
０
０
円

■ 

前
売
り
チ
ケ
ッ
ト
の
取
扱
い
先
／
山
陽
こ
だ
ま
楽
器
店
、

ト
ミ
ヤ
眼
鏡
店
、
ミ
ン
ト
薬
局
、
陽
な
た
ぼ
っ
こ

■
問
い
合
わ
せ
先

◦
赤
磐
子
ど
も
Ｎ
Ｐ
Ｏ
セ
ン
タ
ー

　

☎
・
FAX（
９
５
６
）３
７
０
０
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河
本
に
あ
る
「
も
も
っ
こ
作
業
所
」
で
は
、
障
が
い
の
あ
る
人
た
ち
が
、

作
業
を
と
お
し
て
社
会
適
応
能
力
を
身
に
付
け
る
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

作
業
所
で
作
っ
て
い
る
マ
フ
ラ
ー
、
結
び
織
り
座
布
団
に
使
用
す
る
リ

サ
イ
ク
ル
毛
糸
が
不
足
し
て
い
ま
す
。
ご
家
庭
で
不
要
に
な
っ
た
毛
糸

の
製
品
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
譲
っ
て
く
だ
さ
い
。
毛
糸
は
、
新
品
で
は

な
く
、
製
品
の
ま
ま
で
結
構
で
す
。
毛
糸
を
ほ
ど
く
こ
と
も
作
業
の
一

環
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ご
協
力
い
た
だ
け
る
際
は
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

◦
も
も
っ
こ
作
業
所　

岩
本
峯
子

　

☎（
９
５
５
）０
８
５
８

毛
糸
を
譲
っ
て
く
だ
さ
い

募集
◦
ま
か
ぬ
種
野
菜
追
い
越
し
う
ら
め
し
や 

…
… 

藤
森
と
し
お

◦
開
花
す
る
子
種
に
い
つ
も
愛
の
水 

…
… 

光
山　

悦
子

◦
爭

い

の

種

が

燻

る

嫁

姑 

…
… 

長
谷
川
至
外
余

◦
種
の
中
の
ぞ
い
て
知
る
や
小
宇
宙 

…
… 

冲　

ゆ
り
子

◦
明
日
の
風
信
じ
て
今
日
こ
そ
種
を
ま
く 

…
… 

佐
藤
れ
い
こ

◦
舞
い
終
え
て
種
を
落
と
し
て
地
に
眠
る 

…
… 

佐
保
田
千
代
子

◦
こ
ぼ
れ
種
ピ
ン
ク
の
花
が
自
己
主
張 

…
… 

小
山
ふ
じ
え

◦
親

離

れ

希

望

の

大

地

探

す

種 

…
… 

長
舩
か
つ
み

◦
手
の
ひ
ら
で
種
を
転
が
す
母
の
知
恵 

…
… 

従
野　

健
一

川
柳
く
ま
や
ま
／
テ
ー
マ「
種
」

投稿

◦
百
鳥
の
お
も
い
思
い
の
お
喋
り
に
耳
そ
ば
だ
て
る
大
寒
の
朝 

…
… 

万
代　

信
子

◦
枯
草
の
ラ
イ
ト
に
煌
め
く
露
霜
の
星
の
匂
い
の
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー 

…
… 

竹
井　

愛
子

◦
透
析
を
始
め
て
夫
は
一
年
余
肩
を
並
べ
て
歩
む
小
春
日 

…
… 

岡
野
美
登
里

◦
戌
ど
し
の
夫
と
拝
む
初
日
影
安
寧
を
祈
り
お
加
護
を
願
う 

…
… 

小
野　

充
恵

◦
戌
年
の
短
歌
会
始
に
気
合
入
れ
帰
途
の
川
面
に
水
鳥
の
見
ゆ 

…
… 

山
田　

貞
子

◦
生
命
あ
る
も
の
の
掟
か
鴨
の
群
れ
首
立
て
見
張
る
役
の
い
る
と
う 

…
… 

須
藤　

貞
子

◦
僧
兵
の
寺
跡
探
査
の
歴
史
家
ら
は
謂
れ
に
基
づ
く
里
山
を
の
ぼ
る 

…
… 

芳
形　
　

操

◦
し
き
び
の
枝
に
産
み
付
け
ら
れ
し
蟷
螂
の
白
き
卵
に
春
を
想
え
り 

…
… 

森
田　

経
子

◦
厨
辺
に
黒
豆
の
香
り
広
ご
り
て
お
せ
ち
作
り
の
ひ
と
日
の
暮
る
る 

…
… 

濱
田　

政
惠

◦
水
仙
の
雪
を
払
っ
て
笑
む
姿
強
き
生
き
様
に
こ
こ
ろ
打
た
る
る 

…
… 

小
野　

境
子

◦
あ
ら
た
ま
の
年
の
近
づ
き
う
き
浮
き
と
お
年
玉
を
入
れ
て
曾
孫
を
待
つ 

…
… 

小
野　

房
子

◦
休
憩
所
に
夫
と
過
ご
す
昼
休
み
永
遠
に
あ
り
た
し
こ
の
ひ
と
と
き
を 

…
… 

川
崎　

朋
子

◦
ゆ
っ
く
り
と
手
足
を
動
か
し
童
謡
に
合
わ
せ
て
行
う
百
歳
体
操 

…
… 

石
田　

乙
江

◦
許
し
合
い
仲
睦
ま
じ
く
柏
子
合
う
勘
太
の
味
方
は
美
由
紀
母
さ
ん 

…
… 

暮
地
岩
い
さ
よ

◦
音
も
な
く
降
り
出
の
雪
を
眺
め
つ
つ
遂
に
来
た
か
よ
冬
将
軍
は 

…
… 

南　
　

順
子

◦
初
鳴
き
は
春
を
呼
ぶ
と
う
雉
の
住
む
繁
み
の
小
径
を
焦
が
れ
つ
歩
む 

…
… 

小
倉　

庸
代

熊
山
わ
か
ば
会  

短
歌

投稿
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旧　　　職 氏　名

保健福祉部　部長　兼
社会福祉事務所　所長事務取扱 岩本　武明

保健福祉部　参与　兼
介護保険課　課長事務取扱 藤原　康子

建設事業部　部長　 水原　昌彦
会計管理者　 栗原　雅之
消防本部　消防長 矢部　敬史
総合政策部　秘書企画課　参事（岡山県警察本部へ帰任） 内田　年也
保健福祉部　介護保険課　参事 平松　美恵
会計課　課長　 青井　陽子
熊山支所　健康福祉課　課長　 井本　輝夫
教育委員会　中央公民館　館長　 高橋　浩一
教育委員会　中央図書館　館長 三宅　康栄
教育委員会　ひかり幼稚園　園長　 山﨑　孝江

保健福祉部　佐伯北保育園　園長　兼
仁美保育園　園長 橋本　主子

旧　　　職 氏　名

赤坂支所　市民生活課　主査　 栗原貴美子
教育委員会　山陽西幼稚園　主任教諭　 田邉　恵美
保健福祉部　赤坂ひまわりこども園　保育士 青山　愛理
保健福祉部　黒本保育園　保育士　 堀　友香里
市民生活部　環境課　赤磐市環境センター　技術員 竹内　貴紫
教育委員会　桜が丘幼稚園　教諭　 森田真奈美
教育委員会　山陽幼稚園　教諭 奥山美咲季
教育委員会　東学校給食センター　調理員　 福島千代美
教育委員会　磐梨中学校　校務員　 菊井真由美
保健福祉部　熊山診療所　看護師長　 藤原　裕子
保健福祉部　熊山診療所　技師長　 高見　敏之
保健福祉部　社会福祉課　主事（再任用） 長田　忠芳
赤坂支所　市民生活課　主事（再任用） 近藤　常彦
吉井支所　市民生活課　主事（再任用） 荒島　正弘
教育委員会　東学校給食センター　調理員（再任用） 橋本　信子
消防本部　警防課　主事（再任用） 平尾　　彰

職　　　名 氏　名

教育委員会　学校教育課　参事（岡山県から派遣） 森本　　治
建設事業部　地域整備推進室　主査　 池田　　純
教育委員会　教育総務課　主事補 小寺　悠介
産業振興部　商工観光課　主事補 小野寺　詢
保健福祉部　子育て支援課　主事補 戸取　祐美
総務部　くらし安全課　主事補 木原可南子
産業振興部　農林課　主事補 藤坂　浩暉
財務部　管財課　主事補 長瀬　　怜
建設事業部　建設課　技師補　 中須賀将貴
保健福祉部　健康増進課　保健師　 大森　美穂
保健福祉部　黒本保育園　保育士　 松下称都子
保健福祉部　佐伯北保育園　保育士　 大森香菜子
保健福祉部　周匝保育園　保育士　 東　　泰穂
保健福祉部　熊山診療所　診療放射線技師 長森　理江

職　　　名 氏　名

保健福祉部　熊山診療所　理学療法士　 田中翔太郎
保健福祉部　熊山診療所　主任看護師 池田　幸子
教育委員会　山陽幼稚園　教諭　 綱澤　秀真
消防本部　消防総務課　総務係　消防士 小橋　広太

教育委員会　熊山公民館　主事（再任用）　兼
教育委員会　熊山分室　主事（再任用） 栗原　雅之

赤坂支所　健康福祉課　主事（再任用） 青井　陽子
赤坂支所　産業建設課　主事（再任用） 高橋　浩一
教育委員会　中央図書館　主事　（再任用） 三宅　康栄
教育委員会　ひかり幼稚園　園長（再任用） 山﨑　孝江
教育委員会　東学校給食センター　調理員（再任用） 福島千代美
教育委員会　磐梨小学校　校務員（再任用） 菊井真由美
消防本部　消防総務課　消防団係　主事（再任用） 矢部　敬史
教育委員会　スポーツ振興課　主査（任期付） 平尾　　豊

●退職・退任者

●新規採用

平成 30 年度　組織・機構の変更について

　平成 30 年４月１日から、市の重点施策推進強化
のため建設事業部都市計画課「地域整備推進室」を
課内室から課と同列の室に、都市計画課を同部建設
課内の班に変更しました。
■問い合わせ先／本庁総務課  ☎ 955-4782
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市役所の人事異動
●4月　部長・課長・園長級職員異動（　　　　は部長級）

部　名 課　名 職　　　名 氏　名 前　　職

総合政策部
秘書企画課 参事 岡田　　淳 岡山県警察本部から派遣
まち・ひと・しごと創生課 課長 土井　常男 財務部　収納対策課　課長　

総 務 部 総 務 課 参事 平井　直人 吉井支所　産業建設課　参事　

財 務 部

	 部長 藤原　義昭 財務部　財政課　課長　
財 政 課 課長 和田美紀子 市民生活部　市民課　課長　
税 務 課 課長 遠藤　健一 総合政策部　まち・ひと・しごと創生課　課長
収納対策課 課長 石井　　徹 建設事業部　建設課　課長　

市民生活部 市 民 課 課長　兼
協働推進課　課長 矢部　恭英 熊山支所　産業建設課　課長　

保健福祉部

	 部長　兼
	 社会福祉事務所　所長事務取扱 直原　　平 財務部　部長　

	 参与　兼
	 社会福祉課　課長事務取扱 国正　俊治 保健福祉部　社会福祉課　課長　

健康増進課 課長 石原万輝子 吉井支所　健康福祉課　課長　兼
赤磐市吉井子育て支援センター　センター長

介護保険課 課長 谷名菜穂子 保健福祉部　健康増進課　課長　

佐伯北保育園 園長　兼
仁美保育園　園長 万道　志保 保健福祉部　赤坂ひまわりこども園　副園長　

赤坂ひまわりこども園 副園長 的場　孝子 保健福祉部　仁美保育園　園長補佐　

建設事業部

	 部長 塩見　　誠 市民生活部　協働推進課　課長　
	 参与（地域整備戦略担当）　兼
	 地域整備推進室　室長事務取扱 加藤　孝志 建設事業部　参与（地域整備戦略担当）

地域整備推進室 参事 有門　光晴 建設事業部　地域整備推進室　室長　兼
都市計画課　参事

建 設 課 課長 杉原　洋二 建設事業部　都市計画課　課長　

会 計 課 	 会計管理者　兼
	 会計課　課長事務取扱 末本　勝則 財務部　税務課　課長　

熊 山 支 所

	 支所長　兼
	 市民生活部　参与（環境施設担当）　兼
	 熊山支所　市民生活課　課長事務取扱

入矢五和夫 熊山支所　支所長　兼
市民生活部　参与（環境施設担当）

健康福祉課 課長 馬場　弘祥 財務部　税務課　副参事
産業建設課 課長 大崎　文裕 産業振興部　商工観光課　副参事

吉 井 支 所

	 支所長　兼
	 市民生活課　課長事務取扱　兼
	 仁堀出張所　所長事務取扱

徳光　哲也
吉井支所　支所長　兼
総合政策部　参与　兼
吉井支所　市民生活課　課長事務取扱　兼
仁堀出張所　所長事務取扱

健康福祉課
課長　兼
赤磐市吉井子育て支援センター
　センター長

稲生真由美 熊山支所　市民生活課　課長　

教育委員会

学校教育課 参事 森本　　治 岡山県から派遣
中央公民館 館長 杉原　　泉 保健福祉部　社会福祉課　参事
中央図書館 館長 矢部　　寿 教育委員会　スポーツ振興課　副参事
ひかり幼稚園 園長（再任用） 山﨑　孝江 教育委員会　ひかり幼稚園　園長　

消 防 本 部

	 消防長 井元　官史 消防本部　消防総務課　課長　

消防総務課 課長 楢原　秀幸 消防本部　警防課　課長　兼
通信指令室　室長

警 防 課 課長　兼
通信指令室　参事 藤澤　真治 消防本部　予防課　課長補佐　兼

予防係長事務取扱

消 防 署 署長　兼
消防本部　通信指令室　室長 納所　浩典 消防署　署長
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④特殊勤務手当（平成29年4月1日現在）
区　　　　分 全職種

職員全体に占める手当支給職員の割合
（平成28年度） 22.0㌫

支給対象職員1人当たり平均支給年額
（平成28年度決算） 152千円

手当の種類（手当数） 10

手当の名称 主な支給対象職員 主な支給対象業務

防 疫 等 作 業 手 当 防疫作業従事職員 感染症の防疫業務

ご み 処 理 手 当 ごみ処理作業従事職員 ごみの処理業務

放 射 線 業 務 手 当 診療放射線技師 放射線を照射する業務

医 師 業 務 手 当 医　　師 医師の業務

検 査 業 務 手 当 臨床検査技師 検査業務

夜間看護業務手当 看護師・准看護師 深夜の看護等の業務

訪問看護ステーション
業 務 手 当

訪問看護ステーション
勤務職員 自宅等で待機する場合

出 動 手 当 消防職員 救急救助、火災な
どへの出動業務

夜間通信勤務手当 消防職員 夜間の通信業務

高 所 作 業 手 当 消防職員 高所での訓練、
消防活動業務

⑤ その他（平成29年4月1日現在）

扶 養 手 当

区 分 月 額

配偶者 10,000円

子
8,000円（配偶者がない
場合、扶養親族1人に

ついては月額10,000円）

父母等
6,500円（配偶者がない
場合、扶養親族1人に
ついては月額9,000円）

満16歳の年度
初めから満22歳の
年度末までの子

1人につき
月額5,000円加算

住 居 手 当
借家（月額12,000円を超える家賃を

支払っている場合、家賃の月額により）
支給限度額月額27,000円

通 勤 手 当

交通機関
利用職員

定期代の月額 
（支給単位期間に基づく） 

支給限度額55,000円

交通用具
利用職員

通勤距離区分により支給 
（月額2,400円〜31,600円）

9） 特別職の報酬等の状況（平成29年4月1日現在）

区　　分 給料・報酬月額
※期末手当支給割合

6月期 12月期 計

給 

料
市 長 890,000円 1.425

月分
1.525
月分

2.95
月分副市長 700,000円

報　

酬

議 長 455,000円
1.6

月分
1.75
月分

3.35
月分副議長 380,000円

議 員 350,000円
※�実支給割合は､ 市長､ 副市長の場合､ 上記率に140/100を、議長､
副議長､ 議員の場合、115/100を乗じて得た割合となります｡

10） 定員〔部門別職員数〕の状況（各年4月1日現在）

区　分
職員数（人）

対前年
増減数 主な増減理由平成

29年
平成
28年

一　

般　

行　

政

議 会 6 5 1 議会業務増による増

総 務 92 93 △ 1 住民関連部門、戸籍等窓口
部門の業務見直しによる減

税 務 17 18 △ 1 税務部門の業務見直しによる減
民 生 64 59 5 保育所業務増による増

衛 生 37 45 △ 8
人事異動、衛生部門への再任用
短時間勤務職員の配置、ごみ収
集部門の業務見直しによる減

労 働 0

農 水 22 23 △ 1 農業部門への再任用短時間
勤務職員の配置による減

商 工 12 12 0
土 木 21 21 0
小 計 271 276 △ 5

教 育 90 97 △ 7
教育施設管理及び給食調理業務の見直し、
公民館、給食センター、小学校部門への
再任用短時間勤務職員の配置による減

消 防 79 82 △ 3 消防業務への再任用短時間勤務職
員の配置による減

公
営
企
業
等

病 院 26 28 △ 2 診療所の退職者不補充、訪問看護
ステーションへの異動による減

水 道 8 8 0
下水道 8 8 0
その他 29 28 1 訪問看護業務増による増
小 計 71 72 △ 1

合 計 511 527 △ 16
※�職員とは､ 一般職の職員をいい休職者 ･派遣職員を含み臨時 ･非
常勤職員を除きます。
※�職種等の計上方法が異なるため、他表の職員数と差を生じる場合
があります。

市職員給与・定員管理 の状況 市職員の給与は､ 給与条例などの審議を通じ､ また予算書や決算書
において公表していますが､ 市民の皆さんに､ より一層のご理解を
いただくため､ その状況についてお知らせします。
■問い合わせ先／本庁総務課  ☎ 955︲4782
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1） 人件費の状況（平成28年度普通会計決算）

住民基本
台帳人口

歳出額 
（A）

人件費 
（B）

人件費率 
（B/A）

〈参考〉 
平成27年度の
人件費率

（平成29年1月1日）

44,599人
千円 

19,131,333
千円 

3,785,966 19.8㌫ 21.1㌫

※人件費には、議員、首長などの報酬、給料などが含まれています。

2） 職員給与費の状況（平成28年度普通会計決算）

職員数
（A）

給　　　　与　　　　費 1人当たり
給与費

（B/A）給　料 職員手当
（期末・勤勉除）

期末・勤勉
手当 計（B）

455人
千円 

1,654,052
千円 

299,000
千円 

646,422
千円 

2,599,474
千円 

5,713
※職員手当とは、扶養手当、通勤手当、時間外勤務手当、管理職手当などです。

3） 職員の平均給料月額および平均年齢の状況（平成29年4月1日現在）
区　　　分 平均給料月額 平均年齢

一般行政職
赤磐市 322,346円 43.5歳

国 330,531円 43.6歳

4） 職員の初任給の状況（平成29年4月1日現在）
区　　　分 赤磐市 国

一般行政職
大学卒 179,200円 179,200円

高校卒 147,100円 147,100円
※赤磐市職員の給与に関する条例の改正後の額です。

5） 職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況（平成29年4月1日現在）
区　　分 経験年数10年 経験年数15年 経験年数20年

一　般
行政職

大学卒 － 291,575円 346,014円

高校卒 － － －

6） 一般行政職の給与水準の状況

ラスパイレス指数 96.2
※�ラスパイレス指数とは、国家公務員の給与水準を 100 とした場合
の地方公務員の給与水準を示す指数です。

7） 一般行政職の職務分類別職員数の状況（平成29年4月1日現在）

主な職務内容 主事補 主　事 係　長 主　幹

行政職給料表 
（一） 1級 2級 3級 4級

職員数 23人 23人 81人 48人

構成比 9.1 ㌫ 9.1 ㌫ 31.9 ㌫ 18.9㌫

主な職務内容 課長補佐 課　長 部　長
計行政職給料表 

（一） 5級 6級 7級

職員数 29人 35人 15人 254人

構成比 11.4 ㌫ 13.8 ㌫ 5.9 ㌫ 100.1㌫

※�表示単位未満四捨五入のため、積み上げと合計が一致しない場合
があります。

8） 職員手当
①期末 ･勤勉手当（平成29年4月1日現在）

支　　給　　割　　合

区　　分 期末手当 勤勉手当

 6月期 1.225月分 0.850月分

12月期 1.375月分 0.950月分

計 2.60月分 1.80月分

制度上の段階、職務の級などによる加算措置 有

※赤磐市職員の給与に関する条例の改正後の数値です。

②時間外勤務手当（平成28年度決算）

支 給 総 額 92,614千円

職員１人当たり平均支給年額 288千円

③退職手当（平成29年4月１日現在）

区　　分 自己都合 勧奨・定年

勤続20年 20.445月分 25.5563月分

勤続25年 29.145月分 34.5825月分

勤続35年 41.325月分 49.59月分

最高限度額 49.59月分 49.59月分

１人当たり平均支給額（平成28年度） 15,076千円

市職員給与・定員管理
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■�

第
７
期
介
護
保
険
事
業
計
画
の
策
定
に

あ
た
っ
て

　

介
護
保
険
事
業
計
画
は
、
３
年
ご
と
に

見
直
し
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。
市
で
は
、
平
成
30
年
度
か
ら
平
成
32

年
度
を
計
画
期
間
と
す
る
「
赤
磐
市
高
齢

者
保
健
福
祉
計
画
・
第
７
期
介
護
保
険
事

業
計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
や
高
齢
者
夫
婦

の
み
の
世
帯
は
増
加
傾
向
に
あ
り
、
認
知

症
高
齢
者
な
ど
支
援
を
必
要
と
す
る
高
齢

者
の
さ
ら
な
る
増
加
が
予
測
さ
れ
る
こ
と

か
ら
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
見
守
り
体

制
の
整
備
は
さ
ら
に
重
要
と
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
計
画
で
は
、「
住
み
慣
れ
た
地
域

で
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
地
域
社

会
の
実
現
」
を
基
本
理
念
と
し
て
い
ま
す
。

「
高
齢
者
が
健
康
で
生
き
が
い
を
も
っ
て
社

会
に
参
画
し
、
元
気
に
長
く
過
ご
す
こ
と

の
で
き
る
ま
ち
」
と
「
高
齢
者
が
支
援
や

介
護
が
必
要
に
な
っ
て
も
、
地
域
で
安
心

し
て
生
活
で
き
る
ま
ち
」
を
目
指
す
こ
と

で
、
住
ま
い
・
医
療
・
介
護
・
介
護
予
防
・

生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
を
切
れ
目
な
く
提
供

す
る
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
さ
ら
な

る
充
実
・
深
化
を
図
り
ま
す
。

■�

介
護
保
険
事
業
量
の
見
込
み

　

今
後
３
年
間
の
事
業
の
見
込
み
量
に
つ

い
て
、
要
介
護
認
定
者
数
や
サ
ー
ビ
ス
利

用
者
数
、
介
護
給
付
費
な
ど
の
過
去
の
実

績
か
ら
算
定
し
た
と
こ
ろ
、
増
加
し
て
い

く
こ
と
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
市
で
は

「
赤
磐
市
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
・
第
７
期

介
護
保
険
事
業
計
画
」
に
基
づ
き
、
小
規

模
多
機
能
型
居
宅
介
護
等
の
施
設
整
備
を

行
う
な
ど
、
サ
ー
ビ
ス
提
供
量
の
確
保
に

努
め
ま
す
。

■
介
護
保
険
の
財
源
と
保
険
料

　

介
護
保
険
の
財
源
は
、
第
１
号
被
保
険

者
（
65
歳
以
上
の
人
）
が
全
体
の
23
％
、

第
２
号
被
保
険
者
（
40
歳
以
上
65
歳
未
満

の
人
）
が
27
％
、
公
費
（
国
・
県
・
市
）

が
50
％
を
負
担
す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

高
齢
化
が
進
み
、
要
介
護
認
定
者
数
・

介
護
給
付
費
は
増
加
の
一
途
を
た
ど
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
前
年
度
ま
で
と
比

べ
て
介
護
保
険
料
額
が
増
え
て
い
ま
す
が
、

ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。　

■
保
険
料
の
収
め
方

①
特
別
徴
収
（
年
金
天
引
き
）

　

年
金
が
年
額
18
万
円
以
上
の
人
は
年
金

か
ら
の
天
引
き
に
な
り
ま
す
。
４
・
６
・
８

月
期
の
仮
徴
収
、
10
・
12
・
翌
年
２
月
の

本
算
定
の
計
６
回
で
天
引
き
し
ま
す
。
仮

徴
収
額
と
本
算
定
の
差
が
大
き
い
場
合
は

８
月
分
の
金
額
を
増
減
し
て
調
整
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

②�

普
通
徴
収
（
納
付
書
納
付
ま
た
は
口
座
振
替
）

　

年
金
が
年
額
18
万
円
未
満
の
人
、
65
歳

に
な
っ
た
人
、
他
の
市
町
村
か
ら
転
入
し

た
人
、
介
護
保
険
料
の
更
正
が
あ
っ
た
人
、

年
金
が
一
時
差
し
止
め
に
な
っ
た
人
は
６

月
か
ら
翌
年
３
月
ま
で
の
10
期
に
分
け
て

納
付
書
ま
た
は
口
座
振
替
で
の
納
付
と
な

り
ま
す
。

■介護保険の財源

保険料　50％ 公費　50％
第1号被保険者
（65歳以上の人）
23％

第2号被保険者
（40歳以上65歳未満の人）

27％
国・県・市の負担金

50％

■平成30年度からの介護保険料

平成30～32年度までの
介護サービスの総給付費

＋地域支援事業費 
×

65歳以上の
人の割合
（23％）

÷ 65歳以上の
人の人数 ＝

平成30～32年度
介護保険料の基準額
70,800円（年額）

平
成
30
年
度
か
ら
の
介
護
保
険

2,000

2,500

3,000
（人）

2,476
2,545 2,601

4,315,869

4,498,856

4,660,961

平成30年度 平成31年度 平成32年度

平成30年度 平成31年度 平成32年度
4,000,000

4,500,000

5,000,000
（千円）

●要介護認定者数の見込み

●介護給付費・地域支援事業費見込み額

■介護給付費・地域支援事業費見込み額
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■
平
成
30
年
８
月
か
ら

○�

一
定
以
上
の
所
得
の
あ
る
人
は
、
介
護

保
険
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
負
担
が
「
３

割
」
と
な
り
ま
す
。

　

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
負
担
は

こ
れ
ま
で
１
割
ま
た
は
２
割
で
し
た
が
、

一
定
以
上
の
所
得
が
あ
る
人
に
つ
い
て
、

３
割
負
担
に
な
り
ま
す
。

※ 

要
支
援
・
要
介
護
認
定
者
お
よ
び
総
合

事
業
対
象
者
に
は
、
７
月
末
ま
で
に
、

負
担
割
合
（
１
割
～
３
割
）
が
記
載
さ

れ
た
「
介
護
負
担
割
合
証
」
が
交
付
さ

れ
ま
す
。

段　階 対　　象　　者 保険料（年額） 調整率

第 1 段階
生活保護受給者の人、市民税世帯非課税で老齢福祉年金受給者の人および
市民税世帯非課税で前年の「課税年金収入額」と「合計所得金額から課税
年金収入に係る所得を控除した額」の合計が80万円以下の人

 31,900円 基準額×0.45

第 2 段階 市民税世帯非課税で前年の「課税年金収入額」と「合計所得金額から課税
年金収入に係る所得を控除した額」の合計が80万円を超え120万円以下の人  49,600円 基準額×0.70

第 3 段階 市民税世帯非課税で前年の「課税年金収入額」と「合計所得金額から課税
年金収入に係る所得を控除した額」の合計が120万円を超える人  53,100円 基準額×0.75

第 4 段階
世帯の誰かに市民税が課税されているが、本人は市民税非課税で前年の「課
税年金収入額」と「合計所得金額から課税年金収入に係る所得を控除した
額」の合計が80万円以下の人

 63,800円 基準額×0.90

第 5 段階
世帯の誰かに市民税が課税されているが、本人は市民税非課税で前年の「課
税年金収入額」と「合計所得金額から課税年金収入に係る所得を控除した
額」の合計が80万円を超える人

 70,800円 基準額

第 6 段階 本人が市民税課税で前年の合計所得金額が120万円未満の人  85,000円 基準額×1.20

第 7 段階 本人が市民税課税で前年の合計所得金額が120万円以上で200万円未満の人  92,100円 基準額×1.30

第 8 段階 本人が市民税課税で前年の合計所得金額が200万円以上で300万円未満の人 106,200円 基準額×1.50

第 9 段階 本人が市民税課税で前年の合計所得金額が300万円以上で400万円未満の人 113,300円 基準額×1.60

第10段階 本人が市民税課税で前年の合計所得金額が400万円以上で600万円未満の人 120,400円 基準額×1.70

第11段階 本人が市民税課税で前年の合計所得金額が600万円以上の人 127,500円 基準額×1.80

利用者
負担割合 判　定　要　件

3割

①本人が市民税を課税されている
②本人の前年中の合計所得金額が220万円以上
③�同一世帯の第1号被保険者（65歳以上）の
　「課税年金収入金額＋その他の合計所得金額」が
　・単身世帯の場合� ：340万円以上
　・2人以上の世帯の場合� ：463万円以上

2割

①本人が市民税を課税されている
②本人の前年中の合計所得金額が160万円以上
③�同一世帯の第1号被保険者（65歳以上）の
　「課税年金収入金額＋その他の合計所得金額」が
　・単身世帯の場合� ：280万円以上
　・2人以上の世帯の場合� ：346万円以上

1割 上記要件に当てはまらない人

■問い合わせ先／本庁介護保険課
　　　　　　　　☎�955-1116

平
成
30
年
度
か
ら
の

介
護
保
険
制
度
の
主
な
変
更
点
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個
別
け
ん
し
ん
・
集
団
け
ん
し
ん
受

診
に
は
、
受
診
券
が
必
要
で
す
。
け
ん

し
ん
受
診
の
際
に
は
必
ず
持
参
く
だ
さ

い
。

　
受
診
券
（
緑
色
）
は
、
５
月
下
旬
ご

ろ
発
送
予
定
で
す
。

　

集
団
け
ん
し
ん
検
診
票
（
問
診
票
）

は
、
担
当
課
窓
口
・
集
団
け
ん
し
ん
実

施
時
の
会
場
に
置
い
て
あ
り
ま
す
。

　
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
（
５
月
下
旬
ご
ろ
掲

載
予
定
）。

　
事
前
に
入
手
し
記
入
し
て
持
参
す
る

か
、
当
日
け
ん
し
ん
会
場
で
記
入
し
て

く
だ
さ
い
。

受
診
券
に
つ
い
て

集
団
け
ん
し
ん
検
診
票

（
問
診
票
）
に
つ
い
て

　

個
別
け
ん
し
ん
検
診
票
（
問
診
票
）

は
、
個
別
け
ん
し
ん
の
実
施
医
療
機
関

に
置
い
て
あ
り
ま
す
の
で
、
受
診
さ
れ

る
医
療
機
関
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

●�

集
団
け
ん
し
ん
の
場
合

　
大
腸
が
ん
の
検
査
キ
ッ
ト
の
事
前
送

付
は
あ
り
ま
せ
ん
。
担
当
課
窓
口
ま
た

は
す
べ
て
の
集
団
け
ん
し
ん
実
施
時
の

会
場
に
あ
り
ま
す
の
で
、
事
前
に
入
手

し
、
当
日
検
体
（
便
）
を
採
っ
た
状
態

で
、
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

●
個
別
け
ん
し
ん
の
場
合

�　
大
腸
が
ん
の
検
査
キ
ッ
ト
は
、
実
施

医
療
機
関
で
事
前
に
お
受
け
取
り
く
だ

さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

◦�

本
庁
健
康
増
進
課
☎（
９
５
５
）１
１
１
７

◦�

赤
坂
支
所
健
康
福
祉
課
☎（
９
５
７
）４
８
２
２

◦�

熊
山
支
所
健
康
福
祉
課
☎（
９
９
５
）１
２
９
３

◦�

吉
井
支
所
健
康
福
祉
課
☎（
９
５
４
）１
３
７
４

個
別
け
ん
し
ん
検
診
票

（
問
診
票
）
に
つ
い
て

大
腸
が
ん
の
検
査
キ
ッ
ト
に
つ
い
て

　
平
成
30
年
度
の
け
ん
し
ん
に
つ

い
て
の
日
時
・
会
場
等
の
詳
細
は
、

広
報
あ
か
い
わ
６
月
号
と
同
時
配

布
の
「
け
ん
し
ん
ガ
イ
ド
（
緑
色
）」

ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
５
月
下

旬
掲
載
予
定
）
で
ご
確
認
い
た
だ
け

ま
す
。

集
団
け
ん
し
ん
が
変
わ
り
ま
す
！

平
成
30
年
度
か
ら
集
団
け
ん
し
ん
で
一
度
に
複
数
の
け
ん
し
ん
が
受
診
で
き
ま
す
！

　
子
宮
頸
が
ん
検
診
と
乳
が
ん
検
診
を
「
女
性
が
ん
検
診
」
と
し
て
一

度
に
受
診
で
き
ま
す
。

　
肺
が
ん
・
結
核
検
診
、
大
腸
が
ん
検
診
、
胃
が
ん
検
診
、
前
立
腺
が

ん
検
診
、
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
、
特
定
健
康
診
査
を
「
総
合
け
ん
し

ん
」
と
し
て
一
度
に
受
診
で
き
ま
す
。

　
個
別
け
ん
し
ん
は
、
例
年
ど
お
り
市
が
委
託
す
る
医
療
機
関
で
受
診

で
き
ま
す
。

こ
ち
ら
か
ら
お
確
か
め
く
だ
さ
い
。

★平成30年度の各がん検診等
を受診する際は、このハガキ（平成
30年度　赤磐市がん検診等受診
券）を必ず持参してください。

こちらをめくってお確かめください。
OPEN

◆注意事項◆

①平成30年度に、市のけんしん等を受診する際は、この受
診券を持参してください。　　　　
集団けんしん検診票（問診票）については、
　・事前に担当課窓口または各検診実施時の検診会場で

入手し記入して持参。
　・市のホームページからダウンロードし記入して持参。
　・当日検診会場で記入。
　のいずれかになります。

②年齢は、平成３1年３月３１日時点の年齢です。

③各検診は実施期間内に１回しか受診できませんので、　　
ご注意ください。

④職場などで受診機会のある人は、そちらで受診してくだ
さい。

⑤自覚症状や気になることがある人は、けんしんを待たず
に速やかに医療機関を受診してください。また、すでに医
療機関を受診されている場合は、主治医の指示に従って
受診してください。

◆お願い◆
★マークについて
裏面の結核検診に★のある人は、市の肺がん検診対象者と
なっています。市の肺がん検診を受診しない場合は、必ず
担当課窓口にご連絡ください。

《担当課窓口》
 赤磐市役所 健康増進課 TEL：086－９５５－１１１７
 （山陽保健センター）
 赤 坂 支 所  健康福祉課 TEL：086－９５７－４８２２
 熊 山 支 所  健康福祉課 TEL：086－９９５－１２９３
 （熊山保健福祉総合センターほほえみ内） 

 吉 井 支 所  健康福祉課 TEL：086－９５４－１３７４

～がん検診について～
●がん検診は、スクリーニングです。有効性（がんの死亡
率減少効果があること）に加えて、偽陰性（検診で必ず
がんを見つけられるわけではないこと）と偽陽性（がん
がなくてもがん検診の結果が「陽性」となる場合もあ
ること）があります。
●検診結果が要精密検査となった場合には、必ず精密検
査を受けてください。
●がん検診は、毎年継続して受けることが重要です。

健康に関するご相談は
「あかいわ健康・急病相談ダイヤル」
0120-118-384
(24時間年中無休/通話料無料)

赤磐市マスコットキャラクター
あかいわモモちゃん

けんしんの内容や日程
など詳しいことは、

広報6月号と同時配布の
『平成30年度けんしんガイド』

をご覧ください。
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郵便区内特別

料金後納
郵便

※ゆっくりとはがしてご覧ください。（裏面もあります）

OPEN

平成30年度
赤磐市がん検診等受診券

集団けんしんで、複数のけんしんが
一度に受けられるようになります!!

　このハガキは、市のがん検診及び肝炎ウ
イルス検査対象者に送付しています。
　市のがん検診等（集団・個別）を受診する
際に必要です。

赤磐市健康増進課　ＴＥＬ：086－955－1117

検診等を受診する際は
必ず持参してください！！

日程・内容などの詳細は
けんしんガイドまたはホームページを
ご覧ください。

対象となるがん検診等

受診確認欄　

子宮頸がん検診

乳がん検診（視触診およびマンモグラフィ） ＊1

肺がん・結核検診（胸部エックス線検査・喀痰検査） ＊2

胃がん検診 ＊3

大腸がん検診 ＊4

前立腺がん検診

肝炎ウイルス検査 ＊5

◆大腸がん検診（集団）

◆がん検診等

郵便番号

住所

フリガナ

氏名

宛名番号

性別 生年月日 年度末年齢

郵便番号

住所

フリガナ

氏名

性別 生年月日 年度末年齢

あなたの番号　＊この番号は、検診受診の際必要です。

○：対象です。　対象外：対象ではありません。　＊：注釈があります。

＊1　集団けんしんで、マンモグラフィを受診される方へ  

＊注釈は左側をご覧ください

＊2　喀痰検査は、50歳以上で胸部エックス線検査を受け、かつ喫煙指
数600以上の人が対象です。　　　　　　　　　　　　　　　
★については、裏面をご覧ください。

＊3　50歳以上で平成31年3月31日時点で偶数年齢の人が対象です。
　　 奇数年齢の人はけんしんガイドをご確認ください。　
＊4　検査キットが必要です。事前に受診先で入手してください。入手先

はけんしんガイドでご確認ください。　
＊5　40歳以上70歳以下で過去に検査を受けたことがない人が対象です。

＊6　医療機関の少ない吉井地域・赤坂地域（笹岡）のみ
大腸がん検診も同時に実施します。

6～7月

7月か9月

10～11月

子宮頸がん検診 乳がん検診
（視触診）

乳がん検診
（マンモグラフィ）

肺がん検診 胃がん検診 大腸がん検診

喀痰検査 前立腺がん検診 肝炎ウイルス検査

詳細をけんしんガイドで
必ずご確認ください。

子宮頸がん検診・乳がん（マンモ）検診

肺がん・結核検診（単独） ＊6

胃がん検診・大腸がん検診
肺がん・結核検診・前立腺がん検診
肝炎ウイルス検査・特定健診

市の乳がん検診は、視触診とマンモグラフィの両方を受診することが必要です。

♢ 詳細を「けんしんガイド」で必ずご確認ください。
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女性がん検診
■実施時期　6月～7月
■内　　容　子宮頸がん検診、乳がん検診（マンモグラフィ）
※吉井地域のみ視触診とマンモグラフィを実施します。

肺がん・結核検診
■実施時期　7月か9月
■内　　容　肺がん・結核検診（胸部エックス線検査、喀痰検査）
※肺がん・結核検診のみだけを希望する人は、この検診を受けましょう！
※ただし、吉井地域と赤坂地域（笹岡のみ）は、大腸がん検診も同時に実施します。

総合けんしん
■実施時期　10月～11月
■内　　容　 肺がん・結核検診（胸部エックス線検査・喀痰検査）、大腸がん検診、胃がん

検診、前立腺がん検診、肝炎ウイルス検査、特定健康診査

● 集団けんしんの内容 ●

■ 農業委員（19人）〈敬称略〉

遠藤登茂太（穂崎）、國塩尚志（神田）、武下朝昭（鴨前）、房延志津子（上仁保）、藤原数雄（熊崎）重松積（東窪田）、
重松誠一（惣分）、末行守（北佐古田）、松岡康範（小原）、山本美津恵（沢原）、和氣啓太（徳富）、金光文江（野間）、成見清隆
（奥吉原）、杉本宏正（広戸）、森末楯城（戸津野）、岡本忠司（黒本）、今井田晴夫（光木）、東本征夫（日古木）、岡森裕幸（周匝）

■�農地利用最適化推進委員（16人）〈敬称略〉

本郷績（馬屋）、長島福夫（南方）、西岡良髙（二井）、新田毅（上仁保）、岡村弘子（西窪田）、正好弘己（今井）、政田清髙（西
軽部）、山本裕昭（由津里）、岩藤崇士（可真下）、行本勝彦（殿谷）、西田信元（吉原）、勝田洋一郎（滝山）、樋口淳一（八島
田）、宗宮敏幸（塩木）藤原正毅（仁堀中）、石原克己（中畑）

　赤磐市農業委員会は35人で構成され、今後3年間にわたって農地法に基づく農地の権利移動や転用、農地の集積・集
約など市の農業振興に努めます。

■問い合わせ先／本庁農林課  ☎ 955-6174

3月7日から赤磐市農業委員会の
委員が新しくなりました
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皆さん、赤磐市にマスコットキャラクターがいることをご存じですか？
赤磐市マスコットキャラクター「あかいわモモちゃん」は、
平成24年に公募により誕生しました。
市の代表フルーツである桃とぶどうをモチーフにデザインされ、
ワンピースの青は、晴れの国岡山のさわやかな青空を
イメージ、桃の花輪飾りと立体的なぶどうの粒が
ポイントの明るくて元気な女の子です。

こんにちは！
あかいわモモちゃんです！

　平成28年秋に全国公開された、赤磐市を舞台とした映画
「種まく旅人〜夢のつぎ木〜」にも出演しました。ゆるキャ
ラグランプリやご当地キャラ博、市のＰＲイベントなどに出演
し、全国へ向けて市のＰＲを頑張っています。あかいわモモ
ちゃんグッズやＬＩＮＥスタンプの販売もあります。あかいわモ
モちゃん公式サイトをぜひのぞいてみてください。
　あかいわモモちゃんを見かけたら、声をかけてくださいね！

イベントの様子 モモちゃんグッズ LINEスタンプ

あかいわモモちゃん公式サイト

名前

性別

住所

誕生日

身長·体重

性格

チャーム
ポイント

あかいわモモちゃん

女の子

赤磐市

９月

ひみつ

明るくて元気いっぱい

桃の花輪飾り、ぶどう
の粒をあしらったワン
ピース

プロフィール

あかいわモモちゃんの活動

赤磐市マスコットキャラクター
あかいわモモちゃん

　■問い合わせ先／本庁秘書企画課��☎�955-2692
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５月下旬には新緑が芽吹き、バラなどの花々が見ごろを迎えます。
また、園内のカフェでは、コーヒーなどを飲みながら休憩することもできます。
５月下旬には新緑が芽吹き、バラなどの花々が見ごろを迎えます。
また、園内のカフェでは、コーヒーなどを飲みながら休憩することもできます。

市
内
に
は
、
市
民
バ
ス
に
乗
っ
て
い
く
こ
と
が
で
き

る
名
所
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

今
回
は
、
赤
磐
市
の
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
、

あ
か
い
わ
モ
モ
ち
ゃ
ん
と
一
緒
に
、
熊
山
英
国
庭
園

に
行
き
ま
し
た
。

市民バスに乗って出かけましょう

　４月１日から、美咲町の柵原病院と津山市中心部との間を運行していたバスの路線が吉井支所まで延長し、吉井支所
からバスで津山駅や高校などへ行くことができるようになりました。
　吉井支所で赤磐市、津山市、美咲町の関係者出席のもと出発式が
行われ、門出を祝してテープカットが行われました。
　吉井支所から津山方面行きは月曜日から土曜日に朝の１便が運行
します。また、津山市内から吉井支所行きは、毎日３便が運行しま
す。通勤、通学などでぜひご利用ください。
　また、バスの車内や美咲町柵原支所で定期券を販売しています。
　不明な点がありましたらお問い合わせください。

○公共交通は、みんなで利用することで維持されます。
お住まいの地域でどこを市民バスが走っているか分からない…という人のために、市ではバスの乗り方教
室も開催しています。お気軽にお問い合わせください。

今回利用したバスは、熊山地域を運行する小野田線です。
■時間／小野田線
 行き…熊山駅 10：16発 ～ 英国庭園前 10：25着
 帰り…英国庭園前 12：48発 ～ 熊山駅 13：02着
■料金／1乗車200円
 （小学生、障害者等と付添者1人まで…半額　乳幼児…無料)

●問い合わせ先／本庁秘書企画課  ☎ 955-2692

津山・柵原・吉井線共同バスの運行を開始しました

●問い合わせ先／本庁秘書企画課  ☎ 955-2692

vol.5

＜小野田線のバス＞
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青木  良夫さん
（倉敷市）

三宅  明伸さん（岡山市）

久保田  修さん
（兵庫県神戸市）

斎藤  孝子さん（岡山市）斎藤  雄宰睦さん（岡山市）

佳　作
【6 点】

優秀賞
【3 点】

大河内  栄子さん（瀬戸内市）

白﨑  初代さん（岡山市）

仁井  一郎さん（山陽4）

フ テンコト トォ ス
あかいわ魅力発見

入賞作品が決定しました！

　市内の自然豊かな美しい風景、人物、これまで埋も
れていた地域資源などに目を向け、市内外へ市の魅力
を発信するため、「あかいわ魅力発見フォトコンテス
ト」を平成29年度に初めて開催しました。
　応募数は105点、応募者44人で、厳正な審査の結
果、入賞作品10点が決定しました。
　入賞作品については、ポスター、チラシ、ホームペー
ジなどで、市の魅力発信に活用します。

最優秀賞
【1 点】

臼井  寛さん（沼田）

花江  潔さん
（岡山市）

●問い合わせ先／本庁秘書企画課  ☎ 955-2692

表彰式での様子
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　第70回（平成29年度）の優良公民館として中央
公民館が、文部科学大臣から表彰されました。
　世代間の交流や若者と地域がつながるさまざ
まな事業を実施し、持続的な地域づくりや人づくり
に積極的に取り組んだことが評価されました。こ
れもひとえに地域の皆さんのご支援ご協力をいた
だいたおかげと感謝しています。

　宝くじの受託事業
収入を財源として実
施している財団法人
自治総合センターの
コミュニ ティセンタ
ー助成事業を活用し、
桜 が 丘 東 ６ 丁 目 町
内会では集会所の新築を行いました。この助成は、
宝くじの社会貢献広報事業として、地域社会の健
全な発展と住民福祉の向上に役立てるため全国
で活用されているもので、今後ますます地域の親
睦が図られ、コミュニティ活動の活性化が期待さ
れます。

　 ３月13日に創業70周年を迎えた、モリマシナ
リー㈱（仁堀東）から、市政に役立てていただきた
いと、寄付金100万円をご寄付いただきました。

宝くじ社会貢献広報事業助成で集会所新築

地域の親睦活動の活性化に期待

市政へ100万円寄付

モリマシナリー㈱創業70周年

中央公民館、優良公民館表彰受賞

地域住民がつながりあう拠点として

▶4月8日、吉井城山公園で城山公園まつりが開催され
ました。残念ながら、桜は葉桜となっていましたが、ス
テージでは傘踊りやうらじゃ、大迫力の鉄砲隊演武な
ど、さまざまイベントが行われ、会場を盛り上げました。
� （木下）

今月の表紙・編集者のつぶやき

TOWN
TOPICS

タ
ウ
ン

・
ト
ピ
ッ

ク ス
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︿
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こ
の
番
号
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チ
ャ
レ
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デ
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当
日
（
午
前
６
時
～
午
後
９
時
15

分
）
の
み
利
用
で
き
る
集
計
本
部

の
仮
設
電
話
番
号
で
す
。
お
か
け

間
違
え
の
な
い
よ
う
に
ご
注
意
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だ
さ
い
。

シ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

　

連
勝
を
目
指

し
て
み
ん
な
で

体
を
動
か
し
ま

し
ょ
う
。

対
戦
相
手
は
島
根
県
雲う

ん

南な
ん

市

　

島
根
県
雲
南
市
は
島
根
県
東
部
に

位
置
し
、
松
江
市
、
出
雲
市
に
隣
接

し
て
い
ま
す
。

　

雲
南
市
の
人
口
は
約
４
万
人
。
市

内
に
は
ヤ
マ
タ
ノ
オ
ロ
チ
伝
説
で
知

ら
れ
る
斐
伊
川
が
流
れ
、
各
地
に
神

話
や
伝
説
、
神
楽
な
ど
が
伝
承
さ
れ

て
お
り
、
多
く
の
遺
跡
や
古
墳
が
発

掘
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
古
く
か
ら
山
陰
と
山
陽
を

結
ぶ
主
要
街
道
上
に
位
置
す
る
こ
と

か
ら
、
交
通
の
要
衝
と
し
て
栄
え
て

き
ま
し
た
。

今
年
は
５
月
30
日
㈬ 

！ 

み
ん
な
で
体
を
動
か
そ
う
！

　

５
月
30
日
の
午
前
０
時
か
ら
午
後

９
時
ま
で
の
間
に
市
内
で
15
分
以
上

の
運
動
を
し
た
人
を
数
え
て
、
人
口

比
（
参
加
率
）
を
競
い
ま
す
。

　

チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
に
は
「
い
つ
で

も
・
ど
こ
で
も
・
誰
で
も
」
を
キ
ー

ワ
ー
ド
に
市
内
で
運
動
し
た
す
べ
て

の
人
が
参
加
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、ス
ポ
ー
ツ
に
限
ら
ず
、ペ
ッ

ト
の
散
歩
や
家
事
、農
作
業
で
も
「
運

動
」
し
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と
に
な
り
、
チ
ャ
レ
ン

ジ
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す
。

　

日
ご
ろ
、
あ
ま
り
体
を
動
か
す
こ

と
が
な
い
人
は
、
こ
の
日
を
き
っ
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け
に
運
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を
始
め
て
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ま
せ
ん
か
。

運
動
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習
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る
こ
と
は
私
た
ち

の
健
康
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

具
体
的
な
参
加
方
法
は
、
今
月
の

広
報
あ
か
い
わ
に
折
り
込
み
の
チ
ラ
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